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並 川 孝 儀

は じ め に

近 年,R禀ulaCollection(TheBiharResearchS・ciety所 蔵,Patna)と 呼 称 され るチベ ッ ト将

来 の数 多 くの写 本 中 よ り,法 句 経 の写 本 が 二 人 の学 者 に よ って 相次 い で校 訂 出版 され た 。

"THEBUDDHISTHYBRIDSANSKRITDHARMAPADA"

N.S.SHUKLA,TibetanSanskritWorksSeries(TSWS)No.XIXPatna,1979.

"TextofthePatn礇harmapada"

G.ROTH,theLanguageoftheEarliestBuddhistTradition,pp.78-135,Die

Spracheder舁testenBuddhistischenﾜberlieferung,G�tingen,1980.

前 者 はTSWS.の 第19冊 目 と して,後 者 はParticularFeaturesoftheLanguageoftheArya-

Mah龝穃ghika-Lokottarav稘insandtheirImportanceforEarlyBuddhistTraditionと 題 す

る論 文 中に お い て 公 表 され た。 同 一写 本 か らの こ の二 種 の校 訂 出 版 は,Dhammapada,G穗・

dh穩iDharmapada,Ud穗avargaの 各 本 に依 っ て いた 従 来 の法 句 経 研 究 に 一 つ の 新 しい 光 を投

げ か け る資 料 と して 注 目す べ きで あ る。

校 訂 に用 い られた 写 本 はProto-Bengali文 字 で書 写 され,11世 紀 頃 の も の と推 定 され て い

る。 現 存 写 本 は22章(Shukla版 全414偈,R・th版415偈)よ り構 成 され て い るが,Colophonに 依

れ ば本 来 全502偈 よ り成 ったDharmapadaと 記 述 され て い る こ とか らす る と,現 存 写 本 は90偈

近 く欠 落 した も の と言 え る。

上 記 の両 版 は,校 訂 者 で あ るShukla氏 も難 解 な る こ とを 告 白 して い る よ うに・ 判 別 の不 明

瞭 な文 字 や 随 所 に見 られ る特 異 な語 形 の故 に か,同 一 写 本 か らの校 訂 に して は 著 しい差 異 が存

在 して い る。 また,校 訂 者 自身 で も読 解 不 可 能 と思 え る部 分 や,校 訂 上 の 明 らか な基 本 的誤 謬

も少 な くな い。 偈 の構 成 につ い て も,Shukla版 が 総 数 を414偈 と数 え る の に対 してRoth版

が415偈 とす る点 か らも象 徴 され る よ うに,随 所 に相 違 が 見 られ る。 つ ま り両 版 は残 念 な が ら,

完 全 な 校訂 本 と評 す る の は不 充 分 で あ る と言 わ ざ るを 得 な い。 そ こで,本 テ キ ス トの研 究 は先

ず 両 版 を比 較 し,文 献 批 判 研 究 に よ って よ り満 足 し うるテ キ ス トの確 立 を 目指 す こ とか ら始 め
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なければならない。 本論文はDhammapada等 の異本類を 中心 としたパラレルを 比較対照さ

せ,両 版の校訂上の問題を主 とした基礎的作業を行な うことを 目的 とする。紙数の都合上,今

回は1か らShukla版260(R・th版261)ま でのいくつかの代表例を選び,主 要な問題点に絞っ

て考察を加える。尚,本 テキス トの特質や,構 成上或いは言語 ・文法上の諸問題についてめ詳

論は他に譲 る。(仏 教史学研究第24巻2号,近 刊)

略 号

パ ー リ原典は特記のない限 りPTS版 を用い るが,そ れ以外 の版を参照す る時は∫テキス ト名の前にBe

(=ビ ルマ第六結集版)及 びSe(=シ ャム王室版)を 付 して表記す る。

S=前 記Shukla版

R=同Roth版

Dhp=Dhammapada,PTS.newed.,byS.SumangalaThera,1914.

GDhp=TheG穗dh秣riDharmapada,editedwithanIntroductionandCommentarybyJohn

Brough,LondonOrientalSeries,vol.7(OxfordUniversityPress,1962)

Uv=Ud穗avarga,herausgegebenvonFranzBernhard.2B舅de.SanskrittexteausdenTur-

fanfundenX.AbhandlungenderAkademiederWissenschafteninG�tingen.Philologisch-

HistorischeKlasse.DritteFolge,Nr.54.G�tingen:VandenhoeckundRuprecht,1965&1968.

P稷iText.

DN=Digha-Nik窕a

MN=Majjhima-Nik窕a

SN=Samyutta-Nik窕a

AN=Anguttara-Nik窕a

Ud=Ud穗a

It=Itivuttaka

Sn=Suttanip穰a

Pv=Petavatthu

Th=Therag穰h�

Thi=Therig穰h�

J�=J穰aka

Mil=Milindapanha

Vin=Vinaya

otherworks.

BHSD=F.Edgerton,BuddhistHybridSanskritDictionary.

BHSG=F.Edgerton,BuddhistHybritSanskritGrammar.

CDIAL=R.L.Tunner,ComparativeDictionaryoftheIndo-AryanLanguages.
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尚,そ の 他 の 略 号 等 はACriticalP稷iDictionaryepilegomena'tovol.1,Copenhagen,1948.に 準 拠

'す る
。

凡 例

(1)先 ず,各 偈の番号を表示。但 し,偈 数に両版で相違がある場合,各kの 番号を並記。次いでS版 を左側

に,R版 を右側に挙げるが,両 版 での校訂上の相違部分をイタ リックスに よって示す。原文は一切両校訂

の通 りに示 した。(S版 のerrataは 訂正済)

(2)次 に,パ ラレル(P)を 列挙す る。P～P2に は,両 版,及 びUv等 で既 出のパ ラ レルを纒め一部訂正 を

加 えた。Pに は異本類(Dhp,Uv,GDhp)で の全同偈,P、 は他文献中の全 同偈,そ してP2は 部分的

なパ ラ レルを示す。P3で は両版note中 には未指摘の新出パラ レルを挙げる。パ ラ レルは原則 としてニ カ

ーヤ類に とどめ,か つ特 にP3に 関 しては代表的 な例のみに とどめた ものもある。いずれ,網 羅的なパ ラ

レル表を改めて発表 したい。

(3)本 文では,註 釈研究を加えた後に邦訳を試み るが,訳 出は,原 則的にDhp,GDhp,Uvに 見出せ ない

偈のみに限定す る。また,紙 面の都合上,両 版におけ る細 部な差異についての検討は省いた ものもある。

※-1本 文中,両 版の校訂上の問題 を論証す る際"パ ラレル より支持 され る"と い う表現 を用い る場合 も多

いが,両 校訂者に よって,既 に単 なる機械的 ローマナイズ化 ではな く,パ ラレルとの校合が施 されてい

るとするな ら,そ れは不適切な証 明方法かも知れない。 しか しなが ら,校 訂 の吟味には,便 宣上パ ラレ

ル との比較研究は不可欠であ り,こ のよ うな表現を使用 した。

※-2本 論は,法 句経類 の成立史 的研究を 目的 とは していないた め,原 則的に漢訳,及 びチベ ット訳等の異

本類には論究 しなかった。

12・13(1-12,13)

12.chandadosabhay穃oh�/

yodhammamativattati/

nihiratetassayaso/

k稷apakkhevacandram竅V

13.chandadosabhay穃oh禀/

yodhammamn穰ivattati/

穡�atetassayaso/

suklapakkhevacandram�//

P:none

Pl:DNIIIP182

P2:none

P3:ANIIP18,19,12d)Th292b,361d

chanda-dosa-bhay穃oh�

yodhammamabhivattati

nihiratetassayaso

k稷a-pakkhevacandram�.

chanda-dosa-bhay穃oh�

yodhammamn稈hivattati

ロ ノ
穡皞atetassayaso

'
sukla-pakkhevacandram�.

12b,13bでSのativattatiに 対 してRはabhivattatiと な って い るが,パ ラ レル か らはati・ が

指 示 され る。 但 し,こ の テ キ ス トで の ロー マ字 化 中,(S)t3(R)bhの 交錯 か らはR版 が適 切
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な 場 合 が 多 い(e.9.205b(S)tajetha2(R)bhajethaetc.)。Sの13aで はmoh禀と あ る が,同 じ く

Sの12・ はmoh竄ﾆ な っ て お り,パ ラ レル もmoh竄� 指 示 す る 。 文 法 的 に もpl.nom.は 不

適 当 で あ る。12a,13aのchandadosabhay竄ﾍcpd.で あ る が,パ ラ レル は す べ て 分 離 さ れ て

い る 。12,13偈 はDN,ANで も対 偈 で あ る 。

〔訳 〕12.欲 望,怒 り,恐 怖 そ して 愚 か さに よ って正 しい教 え を害 す れ ば,そ の人 の 名 声 は失

な われ て い く。 黒 分 時 に お け る月 の よ うに。

13,欲 望,怒 り,恐 怖 そ して 愚 か さに よ って 正 しい教 えを 害 す る こ とが な い な らば,そ

の 人 の名 声 は満 ちて くる。 白分 時 に お け る月 の よ うに。

p皞vec穡ipramajjitt�/

yopacch穗apramajjati/

soim穃visattik穃loke/

satosamativattati//

P:UvXVI-6

P,.:none

21(II-8)

p�vvecaplpramajjitt�

yopacch穗ave(?)pramajjati

soim穃visattik穃lokP

satosamativattati.

P2:ab)Uv.XVI-5ab,cd)Uv.XVI-8cd,10cd,Sn768cd,Th457cd

P3:ab)Dhp172ab

Rbに の みveが 見 られ る 。UvXVI-6byastup皞vampram稘yehapa'sc稘vaina

pram稘yateに もvaiが 存 在 す るが,こ れ は 韻 律 的 配 慮 か ら介 入 さ れ た と考 え ら れ る 。Rのve

は そ れ と の 対 応 で あ ろ うが,こ の テ キ ス トで は 付 加 す る こ とに よ り反 っ て 韻 律 が 崩 れ る。

〔訳〕以前は怠慢だった としても,以 後怠ることがないなら,世 の中の満ち満ちた執着を正 し

く思念 して超越する。

apram稘a-gar珖hikkh�/

pram稘ebhaya-dam'sino/

abhavvoparih穗窕a/

nibb穗assevasantike〃

P:Dhp32,UvIV-32,GDhp73

Pi:MilP408,ItP40

Pz:ab)Dhp31ab

22(II-9)

apram稘a-garubhikkh�

pram稘ebhaya-daエn'sino

abhavvoparih穗窕a

nibb穗ass'evas'antike.

Sabはpl.で,Scはsg.(R・ の 一garuの み はsg)と 偈 に 数 の 不 統 一 が み られ る 。p及 びMilの
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パ ラ レル はsg.で,Itの パ ラ レル はP1.で 偈 が 統 一 さ れ て い る。 こ の テ キ ス トに の み 混 乱 が 生

じて い る 。Rdのs'antikeの'は 不 必 要 か 。 す べ て の パ ラ レル はsantikeと 校 訂 さ れ て い る 。

-damsinoはP稷iのdassino
,Skt.のdar'sinoに,abhavvoは 各kabhabbo,abhavyaに 対

応 。

23-26(II-1013)

23.apram稘a-gar珖hikkh�/23.apram稘a-garubhikkh�

pram稘ebhaya-dam'sino/pram稘ebhaya-damsino

samyojanamanutth璉am/samyojanamanu-tth璉am

dahamaggivagacchati//dahanaggivagacchati

24.apram稘a-rat禀otha/apram稘a-rat禀otha

samcittamanurakkhatha/sa-cittamanurakkhatha.

dugg穹ddharath穰t穗am/24.durgg穹ddharath穰t穗am

pamkesannovakunjaro//pamkesannovakunjaro

25.apram稘epramudino/apram稘epramudino

nipak龝ilasamvrt�/nipak稷ila-samvrt�.

tevek稷enapr稍chanti/25.teve(orce)k稷enapr稍chanti

pathepr穰tona'socati//yatthapr穰tona'socati

26.apram稘epramodetha/apram稘epramodetha

nak穃a-ratisandhave/nak穃a-rati-sandhave.

evamviharaZecbh稘i/26.evamvihara解 ∂'妙z

santacitto'nuddhato/6義nta-citto'nuddhato

cetosamathamanuyutto/ce.tu'samathamanuyutto

dukkhassantarosiy竅Vdukkhass'antakarosiy�.

P:(23)Dhp31,UvIV-29,GDhp74

(24)Dhp327

(25,26)none

Pl:(24)DNIIP120,MilP379

P2:(23)ab)Dhp32ab,UvIV-27ab28ab31ab32au,GDhp73ab

(24)a)GDhp126eal〕)UvIV-36aaacd)GDhp132acctb)GDhp124dcd)UvIV-27cd

(25)a)Dhp22c,UvIV-2c,GDhp116c

(26)a)UvIV-2cab>Dhp27ab,GDhp129ab130abTh884abb)UvIV-12bc)VI-7a

P3:(25)abc)ANIIIP329abc

※23-26偈 のS,Rの 区切 り方 に 相 違 が あ るが,以 下 で 論 証 す る如 く,Sが 適 切 であ る故,偈 数 はSに

従 う。

先 ず,偈 の構 造 上 の問 題 点 を吟 味す る。Sは23偈 以 下26偈 迄4・4・4・6句 構 成 に対 し,R

は6・4・4・4句 構 成 とな って い るが 以 下 の理 由 でRは 支 持 され な い。23偈 のパ ラ レルDhp,

Uv,GDhpは 主 本 共 に4句 構 成 で あ り,又S24に は 全 同 の パ ラ レルDhpが 存 在す る とい う
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こ と,構 文 的 に もS24a≫cの 動 詞 は す べ てimper.sg.に よ っ て 統 一一が 図 られ て お り,Rの 区 切

り方 に 依 る な らば24偈 はsg.とpl.と が 混 在 しa・b句,c・d句 の 関 係 が 不 統 一 と な り,更 にS

25abcはANに パ ラ レル を 有 し,仮 にRに 従 う とす れ ば,こ のa・b・c句 が2偈(24・d,25・)に

分 割 さ れ て し ま う こ と に な る。 以 上 か ら23-26偈 はSの 校 訂 が 正 当 な も の と し て 採 用 さ れ な け

れ ば な ら な い 。

23偈 に は22偈 と 同様,1a・b句 がP1.,c・d句 がsg.と い っ た 数 の 混 乱 が 見 ら れ る 。S24bsamcitta

がR23fで はsa-cittaと あ り,パ ラ レル か らはRが 適 切 で あ る 。 但 し,aff.(Skt.)sva一 の 語 形

は,本 テ キ ス トで は 二 つ の 用 例 を 提 示 す る 。55aで は,P稷isal稈ham,Skt.sval稈hamY=一 対 応

す る 語 と して 両 版 共 にsaml稈hamと 表 記 さ れ,又S357cで はsacitta-(Skt.svacitta・,但 しR

358・ はcitta-)と 表 記 さ れ る 。sa,svaごsa卑 の 対 応 が 認 め ら れ る か 否 か は 確 定 で き な い 。S25c,

R25aのpr稍chantiの 語 根 はpraVasか 。acchatiの 語 根 に 関 す る諸 説 の 紹 介 はR.L.Turner,

"sanskritcc -ksetiandp稷iacchatiinModernIndo-tryan" ,CollectedPagers1912-1973,

OXFORD,1975,p340ff.を 参 照 。 但 し,パ ラ レルAN.で はpaccentiと あ り,patiViを 示

唆 し て い る 。S25bの 校 訂 に 関 して は,そ れ に 対 応 す るR24dの 方 が 適 切 で あ る 。S25d,R25b

のsocatiはsg.で あ り,S25c,R25aのpr稍chanti(pl.)と の 数 の 不 統 一 が 見 ら れ るOS26b,

R25dのsandhaveはPalisanthavam,Skt.samstavam(sa皿4stu)に 対 応 し て い る 。 こ の 句

のSの 校 訂 は 不 適 当 で 一rati一 とcpd.に す べ き。 ・

〔訳〕25.正 しい行ないを喜ぶ人kは 賢明で戒を守る。彼 らは次第に安住 してゆき,道 を得た

人は嘆 くことはない。

26.正 しい行いを好むべきであ り,愛 欲に よる楽 しみに親 しむな。そして静かな心を持

った落ち着いた人kは 利得等 も排除 しなさい。心の平静に努める人は苦を滅止すべ

きである。

yad穡adesudhammesu/

p穩ag琪otibr禀mano/

athassasabbesamyog�/

atthamgacchantij穗ato//

41(III-8)

yad窕ayesudhammesu

p穩ag琪otibr禀mano

ath'assasabbesamyog�

atthamgacchantij穗穰o.

P:Dhp384,UvXXXIII-72,GDIip14

Pz:ab)UvXXXIII-68ab73ab,UdP5ababd)UvXXXIII-69abd70abd71abd

S&はpadesu,Raはyayesuと あ る が,異 本 と比 較 す る とDhpがdvayesu,Uvがsvesu,

GDhpがdva'e§uと あ り,共 通 で あ るDhpとGDhp以 外 は 三 者 三 様 で あ る(法 句 経,出 曜

経 はDhp,GDhpを 指示)。 両 校 訂 本 で はP#y,d#yと の 文 字 の 交 錯 は 顕 著 で あ り,Rのya-

-63一



人 文 学 論 集

yesuは 誤写 で あ ろ う。 い ず れ に して もpadesuは 他 のパ ラ レル に 見 出せ ない 語 で あ る。

42(III-9)

sakhumokhinasamyogo/sakhusokhina-samyogo

khinam穗apunabbhavo/khina-m穗a-punabbhavo

samgh穽asevidhammattho/samgh穽asevi(!)dhamm'attho

samghamnaupetivedag禔Vsamghamnaupetivedag�.

P,P1:none

P2:abd)cf.UvVI-10aba,cd)ItP54cd

P3:b)ItP96bcd)Sn749臼d

Saにsakhumo,Raにsakhusoと あ り,類 似 句UvVI-1伊satuvi一 が 音 韻 的Gこ これ に

相 当 し 校 訂 上 か らRを 示 唆 す る 。 し か し,.代 名 詞 が 一 句 に 二 度 も 配 さ れ て い る こ と に 疑 問 が 残

る 。 憎 方sakhumoもsaksamo,saksamoやsaksemo,sak'semo等 に還 元 可 能 で あ る か も知 れ

な い が,厳 密 な 意 味 で 語 形 的 に 解 消 さ れ え な い 。 両 校 訂 本 でmごsは 極 め て 混 乱 し て お り,

ど ち らか が 間 違 い で あ る こ と は 事 実 で あ る が 今 決 定 し難 い 。Sbで 一m穗aとpunabbhavoは 分

離 され て い る がRの よ うにcpd.に す べ き で あ る 。Scのsamgh穽asevi,Rcのsamgh穽ase

viとSd,Rdのsamghamに お け るIt,Snの パ ラ レル はsankh窕aseviとsankhamと で あ る 。

samghaとsankh竄ﾌ 相 違 の み な らず,前 者 のSc,Reは 各kパ ラ レル と校 訂 上 に も 差 異 が み

られ る 。S,Rで は 読 解 不 可 能 で あ る 。

50(IV-1)

〔4a1.2〕sabbattha-samvaros稘hu/sabbatthasamvaros稘hu

s稘husabbattha-samvaro/s5dhusabbatthasamvaro

sabbatthasamvrtobhikkh�/sabbatthasamvrtobhikkh�

sabbadukkh穡ramuccati//sabba-dukkh穡ramuccati.

これ を 次 の51偈 と 比 較 す る と,50b-dは51d-fに 対 応 し,50aは 単 に50dsadhusabbattha

samvaroに お け る 語 の置 換 され た 形 と な っ て い る 。 こ の 偈 は51偈 とは 異 な っ た 新 た に 設 定 さ

れ た 偈 で あ る よ うに 思 わ れ る 。(尚,パ ラ レル に 関 して はS,Rの51偈 のn・teを 参 照)。

Sabのsabbattha-samvaroは 分 離 す べ き で あ る 。

63・64(IV-14・15)

63:tatth窕am稘ibhavati/tatth窕am稘ibhavati

ihapraガfiassabhikkhuno/ihapramnassabhikkhuno
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indriyagottis穗tosti/indriya-gottis穗tosthi

pr穰imokkhecasamvaro/pr穰imokkhecasamvaro.

64.mittebhajethakall穗e/mitrebhajethakall穗e

suddh稻�iatandito/'suddh稻iviatandrito

patisancara-vattissa/patisandhara-vattissa

〔5a〕稍穩aku'salosiy�/稍穩a-kusalosiy�

tatopr穃ojja-bahulo/tatopramojja-bahulo

satobhikkhuparivraje//satobhikkh皂arivraje.

P:(63)Dhp375a‐d,UvXXXII-26cd27ab,GDhp59

(64)Dhp375ef376a‐d,UvXXXII-6,GDhp60

P2:(63)b)UvXXIII-5dd)Dhp185b,UvXXXI-50b,Ud.P43b,DNIIP49b

(64)a)Sn338aef)UvXXXII‐10eff)UvIII-18d,XIII-16d,Th154d,ItPgd,Sn741d

751E753d1039d,SNIP13dP53d,JIIp293dIVP354d

63・64偈 と こ れ に 対 応 す る 他 文 献 の 各 句 と の 関 係 を 表 示 す る と 次 の 如 く で あ る 。

63a

b

C

d

64a

b

C

d

e

f

Dhp375a-f

Dhp376a-d

lU・XXXII-26・d

コUvXXXII-27ab
一

UvXXXII-6a-f

GDhp59a-a

GDhp60a-f

こ の テキ ス トの両偈 の 区切 りはGDhpの み と一 致 す る。Dhp375・376は 一 連 の10句 で あ る

こ とは こ のテ キ ス トと等 しい が前 半6句,後 半4句 に 区切 られ る。Uvの 場 合,こ の63偈 の対 応

偈 は 校 訂 本 で は 連 続 で あ るが,2偈 に 分 割 され て い る(但 し,こ の分割に関 しては,断 簡を収集 した

上でのeditorの 配慮があ り,問 題を残す)。64偈 に対 応 す る6句 は前4句 と不 連 続 で あ るが 完 全 な

一 偈 を 構 成 して い る
。 これ らを眺 めて み る と,Dhpの 偈 の 区切 り方 に疑 問 が あ る。 そ こでBe

Dhp(KNvo1.Ip.67)を 参 照 す る と,そ こで は375偈 を4句 と して376偈 を6句 と して い る

(但 しS・P66は 偈番号を付 してはいないが区切 りはPTS版 に等 しい)。 意 味上 か ら 考 察 を 加 えて も

Dhp375efは む しろ376偈 と対 応 を示 す 内容 を 有 す る。 更 にUvXXXII-6の6句 が 独 立 し

た 偈 と して 存 在 して い る 点 か らも,PTS版Dhpで の375・376両 偈 の区 切 り方 に は 再 考 を

要 す 。

64bに つ い て,Sはpatisancara-,Rはpatisandhara一 とあ るが,Dhpはpatisanthara・,Uv

はpratisamst穩a一 と共 に4stぎ よ り 派 生 した 名 詞 で あ り,Sのpatisancaraは4carよ り派

生 され,両 者 の意 味 が類 似 して い る。patisandharaはP稷i形 と相 似 で あ るが,こ れ は プ ラ ー

ク リッ ト形 か誤 写 か は判 別 で き ない 。 い ず れ に して も決 定 し難 い 。Sの 一vattissa,Rの 一vatti一
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ssaは パ ラ レル か ら 各k-vatti'ssa,層 ・vatti'ssaと 校 訂 す べ き で あ り,vatti,vattiは 対 応 語 と し

てDhpでvutt',Uvでvrttiが 見 出 せ る 。Dhpと の 対 応 でSのvattiの 方 が 適 切 か 。

65(V-1)・

(5al.1)atthesuj穰esusukh龝akh窕a/atthesuj穰esusukh龝akh窕a

pumnnamsukhamjivitasamkhayamhi/pumnamsukhamjivita-samkhayamhi

tost�ukh窕aitaritarena/厂tostisukh窕aitari〔tarena〕

sabl)assap穡assasukhamprah穗am〃sabbassaP…ipassasukhaエnprah穗am.

P:Dhp331,UvXXX-34

b・c句 はUvの 構 成 に 一 致 す る が,Dhpで は こ の テ キ ス ト と逆(つ ま り引c・bの 順)に 配

さ れ て い る 。d句prah穗amはDhppah穗axhと 一 致 し て い る が,Uvで は 類 似 語 のnirodhah

が 使 用 さ れ て い る。

66(V-2)

sukh穃穰teat�(yat�?)loke/sukh穃穰reyyat稷oke

tatopetteat�(yat�?)sukh�/tatopetreyyat龝ukh�

s穃annat龝ukh稷oke/'s穃annat龝ukh稷oke

tatobr禀mannt龝ukh竅Vtatobr禀mannat龝ukh�.

P:Dhp332,UvXXX-21

a句 でSがm穰teat�(yat�?),R、 がm穰reyyat�,そ し てb句 でSが ・petteata(yat�?),Rが

petreyyat竄ﾆ な っ て い る 。Sの(yat�?)は 写 本 に 対 す る .Shuklaの も う一 つ の 読 み 方 を 示 して

い る の か,そ れ と も 彼 自 身 の 設 定 か 不 明 で あ るが,Sの 校 訂 に は 問 題 が あ る。 但 し 中 期 ア ー リ

ア 語 の 特 色 の 一 つ で あ る 子 音 の 消 失 を 示 し て い る の か 。 尚,従 来 よ り こ の 語 の 訳 に つ い て は 種

k見 ら れ る(rau真 理 の こ と ば,感 興 の こ と ぽ 』 中 村 元 訳p.133参 照)が,再 考 を 要 す る 。

67(V-3)

Sukhamy穽ajjarasilam/

sukh�'sraddh穡ratisthit�/

sukh秣ttharat穽稍a/

asmimm穗ajayosukho//

P:none

P2:ab)Dhp333ababc)UvXXX-20abc

sukhamy穽ajjar竏黌ilam

sukh�'sraddh穡ratisthit�

sukh秣ttha-ras穽稍�

asmimm穗a(?)kkhayosukho.

Shukla,Roth共 に67偈 がDhp333,UvXXX-20と 全 同 と し,又BernhardもUvXXX-
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20とDhp333が 全 同 と して い るが,上 記 のP2の 如 くに対 応 して い る。DhpとUvの 二 本

を 比 較 す る とc句 のみ が 異 な るが,同 じ相 違 は漢 訳 「法 句経 」 と 「出 曜経 」 に も見 られ る。 要

す る に,こ の偈 はa・b句 がDhp,Uvと 一 致 し,c句 はUvの み,d句 は独 自 の句 で あ り,

全 体 か らす れ ば 異 色 で あ る。

c句 にSが ・rata,Rが 一rasaと あ り,パ ラ レル か らはSが 支持 され るが意 味的 に は両 語 と も

類 似 して お り,原 語 は ど ち らで あ った のか 決 定 し難 い 。d句 でSが 一jayo,Rが 一kkhayoと な

って お り,jayaとkhayaの 双 方 の意 味 で ど ち らも訳 出 し うるが,こ の校 訂 の相 違 に は驚 か さ

れ る。

〔訳〕老いに至る迄,戒 を守ることは楽 しい。信仰が定まっていることは楽しい。道理を楽 し

む言葉は楽 しい。慢に打ち勝つことは楽 しい。

71(V-7)

tasm禀idhiraエncabahu's'sutanca/

dhareyasilavratamantamayiram/

tamt穩isamsappurusamsumedham/

sevethanakkhatra-pathevacandram竅V

P:Dhp208,GDhpユ77

(cf.)UvXXV-25

tass禀idhiramcabahu'ssutanca

dhoreyalila-vratamantamayiram

tamt穩isamsap-purusamsumedham

sevethanakkhatra-pathevacandram�.

各 偈 の構 成 上,全 同 の パ ラ レル はDhpとGDhpで あ り,Uvは 内 容 的 に は類 似 して い るが

以 下 に示 す が 如 く韻 律構 成,語 の配 置,単 語 に か な りの異 同 が あ る。

dhirampr稻namnisevetasilavantambahu'srutam/

dhaureyamjavasampannaincandramtaragapaiva〃

Dhpの 構 成 はPTS版 に よれ ばtasm禀iの み 韻 律 外 の もの と見做 さ れ分 離 して 配 置 され て い

る。 これ をBeDhp(P.44n.)に よれ ぽ,本 偈 の枠 内に 収 め る構 成 が示 され て お り,次 の よ うに

配 置 され る。

tasm禀idhirampann瀟ca/bahussutancadhorayham/

silamdhutavatamariyam/tamt稘isamsappurisam〃

sumedhambhajethanakkhattapathamvacaridim竅V

こ の よ うに 複 雑 な異 同 を もつ この偈 は注 意 され な け れ ば な らな い。

b句dhoreyasilavratamantam(Rdhoreyasila・vratamantamは 不可)を 分 離 と 見 做 す な ら

dhoreyaがcase-endingを 持 って い な い こ とは問 題 で あ る 。Dhpはdhorayhasilamvatavantam

と し,上 述 のBeは 各kの 三 語 が 分 離 し,Uvはsilavantamとdhaureyamと に 分 け られ て い

る。 三 者 三 様 の表 現 が 見 られ るが,こ のテ キ ス トのb句 の場 合dhoreyaは マ 応cpd・ で 校 訂 さ
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れ るぺ きで あ ろ うが ・ 一 方 ・他 本 と比 較 す れ ばanusv穩aの 欠 落 が あ った と も推 定 され .うる。.

但 し,こ こで短 音 節 が 用 い られ て い る の はmetricausaに よる も の と も考 え られ る。Raの

tass竄ﾍ,こ のテ・キ ス トに お け るm#sの 混 乱 に よる も のか 。dhoreya,t穩isamは 独 自の プ ラ ー

ク リッ ト形 か。

84(VI-1)

yekecisok穡aridevital耳v�/

dukkhamvalokamhianekar皂am/

priyampaticcaprabhavantiete/

priyesusantenabhavantiete〃

P:UvV-3

P1:Udpg2

yekeci60k乱paridevitamv�

dukkhamcalokamhianeka-r皂am

priyampaticcaprabhavantiete

priyeasantenabhavantiete.

Sdの 校 訂 に 問 題 が あ る 。priyesusantenabhavantieteと あ り,対 し てRdで はpriyeasante

nabhavantieteと す る。Sで も 一 応,読 解 可 能 で あ る が,Uv,Ud両 パ ラ レル で は

Uvpriye'satisy穗nakathamcidetat

Udpiyeasantenabhavantiete

と あ り,こ れ ら か ら 考 慮 す る な らぽ,Rの 校 訂 が 適 確 で あ る 。 但 し,-suとa・ が 写 本 に お い

て 読 み 違 え られ た も の か ど う か は 問 題 で あ る 。 尚,Uv,Udと 共 に,84・85偈 は 対 偈 とな っ て

い る 。

87(VI-4)

yes穃sannicayon龝ti/

yeparinn穰abhojan�/

稾龝eva'sakunt穗穃/

padamtes穃durannaym//

P:none

yes穃sannicayon龝ti

yeparinn穰a-bhojan�

稾龝evasakunt穗穃

padamte's穃durannayam.

P2:a-d)Dhp92abef,UvXXIX-25abef,27abefa)UvXXXII-17aab)UvXXIX-26ab,28ab

c)UvXXIX-26e,28e,29e,30e,31e,32ed)UvXXIX-29f,31f

6句 形 式 のUvXXIX-25・26・27・28,及 び29・30・31・32に は 順 列 組 合 せ 方 式 の よ う.な一

部 単 語 が 入 替 え られ た だ け の 類 似 した 偈 が 配 列 さ れ て い る 。'Dhp92はUvXXIX-25と,

Dhp93はUvXXIX-29と 全 同 関 係 を 有 して い る 。 こ の テ キ ス トの270偈(Rは271偈)は

Dhp93,UvXXIX-29と 全 同 関 係 に あ る。 こ こ で 問 題 と し て い る4句 で 構 成 さ れ た87偈 は

270偈 と 同 じ よ うに,Dhp92,UvXXIX-25か27と 全 同 で あ る べ き と こ ろ,・ そ れ ら のc・d句

(Dhp:sunnatoanimittoca/vimokhoyesaxngocaro/)が 省 か れ た 形 式 を と っ て い る。 そ の 理 由

は 判 明 し な い 。 尚,Dhp,Uvの こ れ ら の 偈 が 連 続 し て い る の に 対 し,こ の テ キ ス トで は 章 も異 な
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り分 離 され て い る。 また,Sddurannaymは 単 な る誤 植 か。

100・101(VII-5・6)

100.akataエndukkatamsreyo/akatamdukkatamsreyo

pacch穰apatidukkatam/pacch穰apatidukkatam

dukkatammekatamtisocati/dukkatammekatamti'socati

bh硎osocatidoggatimgato〃bh丘yosocatiごyoggatimgato.

101.katancasukatams稘hu/katancasukatams稘hu

yamkatt穗穗utappati/yamkatt穗穗utapyati

sukatammekatantinandati/sukatammekatamhinandati

bh硎onandatisoggatimgato//bh硎onandatisoggatingato.

P:(100)UvXXIX-41

(101)UvXXIX-42

P2:(100)ab)Dhp314ab,GDhp337ab,SNIP49Gcd)cf.Dhp17cd

(101)ab)Dhp314cd,GDhp337cd,SNIP49Gcdb)Dhp68b,UvIX-15b,SNIP57

100・101偈 は 対 偈 で あ る 。 以 下 に 三 異 本 と の 対 応 関 係 を 表 示 す る 。

100a

b

C

d

101a

b

C

d

Dhp314ab

Dhp17cd

Dhp314cd

Dhplgcd

UvXXIX-41

UvXXIX-42

GDhp337ab

GDhp337cd

こ のテ キ ス トと全 同関 係 にあ る のはUvの み で,DhpとGDhpは 別個 に対 応 関係 を有 し,

これ に はSN『 も一 致 して い る。 これ よ り,こ れ らの偈 に は二 系 統 あ る こ とが 窺 え る。

R100dでyoggatimと 校訂 され て い るが,こ れ はdoggatimの 誤 ま りで あ ろ う。S101cの

katanti,RlOlcのkatamhiは100偈 との対 応 か ら も各kkatamtiと あ るべ きか 。do99ati,

soggatiは 注 意 す べ き語 形 で あ ろ う。

yadikaccevatamkayir�/

yamρrapyahitamattano/

na's稾atikasantissa/

mandamviroparakrome〃

P:UvIV-16

Pi:SNIP57,MilP66

110(VII-15)

patikaccevatamkayir�

yamn穡y禀itam穰tano

nas稾atika-mantrissa●
mantramdhiropar稾rame.
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Saのyadiに 対 してRaはpati一 とあ るが,'パ ラ レル か らはRが 支 持 され る。Sbのpr穡ya,

Rbのn穡y竄ﾅ は,SがpraVapのger.で あ る の に対 してRは4j飴 のpass.3sg.opt.n穡iy�

を 想 起 させ る。 パ ラ レル のUvで はj穗ed,SN,Milで はjann竄ﾆ 各kV漁aの3sg.opt.

を と る。 そ れ故,こ れ らか らはRの 語 形 が支 持 され る。但 し,そ れ がpass.形 で あ る とい う点,

及 び 一i・の欠 落 に 関 して は問 題 が 残 るが,音 韻 上 省 略 も許 容 内 で あ ろ う。SGの ・santissa,Rcの

一mantrissaに おけ る両 版 のs#mの 混 乱 は他 所 に も存 在 す る(e .g.159bSのsaranam,Rの

maranam等)が,ど ち らに して もパ ラ レル ーcint稈hir,-cirt窕aと は 異 な った 形 を 呈 して い る。

この両 形 に関 す る多 くの推 測 は可 能 で あ るが 決 定 し難 い。Sdのviro,Rdのdhiroに っ い て は

パ ラ レル か らはRが 支 持 され る。

111(VII-16)

yath稟禀atihom稟gam/yath龝稾atikomま99a単

sugamhett穩n禀穡atham/sammamhett穃ah竏麪atham

visamamm稟gam龝稻ja/visamamm稟gam龝ajja

akkhachinnothajh窕ati(royiti?)〃akkha-chinnothajh窕ati.

P:UvIv-17

Pl:SNIP57,MilP66

saはg禀atihom稟gam,Raはs稾atikom稟gamと 各k校 訂 さ れ て い る が,Sは 読 解 不 可

能 で,パ ラ レル か ら もRの 校 訂 が 支 持 さ れ る 。Sbのsugamに 対 してRbはsammamで あ り

語 形 が 異 な る 。 パ ラ レ ル か ら はRが 支 持 さ れ る が,sugamも 適 義 で あ る 。sammamの 一m一 の

よ うに 子 音 の 直 後 にanusvaraが く る こ とが あ る の か 。sammamの 方 が 適 切 で あ ろ う。Sdの

akkhachinnotha,Rdのakkha-chinnothaはakkha-chinno'thaと 校 訂 す べ き か 。 但 し111d

と 同 一 句 が112dに あ る が そ こ で はakkha-chinnova(R) 、と な っ て い る 。Sdの(royiti?)は 何

の こ と か 不 明 。

114(VII-19)

abh皦av稘inirayamupeti/abh�a-v稘inirayamupeti

yoc穡ikatt穗akarom3ti禀a/yoc穡ikatt穗akaromiti禀a

ubhopitepreccasam稈havanti/ubhopitepreccasam稈havanti

nihinakamm穃anuj穡aratra〃nihina-kamm穃anuj穡aratra.

P:Dhp306,UvVIII一 ユ,GDhp269

Pl:Sn661,UdP45,ItP42,JIIP416・417

114b'はUvのb句(yasc穩yedapy稍aratihakarma)と 意 味 上 ニ ュ ア ンス が 異 な る 。 し か し そ

の 異 本 に 全 同 の 句(yas・穡ikrtv穗aka・ ・ti禀a)が 存 在 す る 。 但 し,こ の テ キ ス ト及 びP稷i諸
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本 で はkaromiで あ る のに 対 し,k穩otiで あ る点 は 相違 す る。c旬 で,ubhoがbhavantiで

受 け られ て い るが,こ れ は この テ キ ス トにdualnumberが 存 在 しな い こ とを示 す 一 例 で あ る。

118(VII-23)

hunapassapigaエndhucchi/kunapassapigamdhucchijjati

drtiuttakitassapi/uddhu(?)kitaspayir穰i

r穰iaccay穡urusassaadhammac穩ino/accay穡urusasyaadhamma-c穩ino

ann禀amgandhonachijjati〃ann禀amgandhonachijjati.

P:none

この偈 に 関 して はパ ラ レル は 見 出 しえ な い。 それ 故 に かS,R共 に校 訂 自体 に混 乱 が 多 く,適

確 な読 解 は 困難 で あ る。 特 にa・b句 に顕 著 で あ る。Sの 校 訂 は韻 律上,基 本 的 に610kaform

で 纒 め よ うと して い る跡 が 見 られ るが,Rの 校 訂 で は各 句 の韻 律 上 の理 解 は不 可 能 で あ る。 但

し,意 味 の上 か らはRの 校 訂 が よ り理 解 し うる。 尚,c句 のadhammacaripoは 韻 律 上 の破 格

的 な挿 入 と見 られ る。 現 在 この偈 の パ ラ レル を調 査 中 で あ り,こ こで は不 充 分 な テキ ス トか ら

の 訳 は避 け る。

119・120(VII-24・25)

119.yathagrhapatayoprabh皦aratan�/

pr稈hittenagaramhidahyam穗e/

mutt竏麥arri-katika-rajata-heto/

vy窕amantiapiniharemakimci//

120.tathavidhasaman穡rabh皦apramn�/

ayjr秣yirapathenasiccham穗�/

j穰i-jar竏麥arana-bhay竏鹽ditt�(t�?)/

dukkh穰t穽y窕amantiapipr穡叫ema

s穗tim//

P:none

yatha(?)ggrahapatayoprabh皦a-ratan�

adi(?)ttenasarramhidahyam穗emutt穃ani

phatika-rajata-hetovy窕amanti

apiniharemakimci.

ayir秣yira-pathesusicchamana

j穰i-jar竏麥arana-bhay籬pitt�

dukkh穰ovy窕amanti

の コ ノロ じ

aplprap叫emasant即.

119・120は 対 偈 とな って い るが,こ の両偈 に もパ ラ レル は見 出 しえ な い 。Sは119・120共 に韻

律 上 母 音 の軽 重 か らはほ ぼ 完 全 なaupacchandasika(16+18)×2m穰r龝で 校 訂 され て い るが,

Rの 方 は韻 律 上 か ら解 釈 不 可能 で あ り,意 味 の上 か らも問 題 が あ る。 更 にRl20に はS120a

に相 当す る句 が 完 全 に欠 落 して い るが,同 一 写 本 に よ りな が らこれ だ け の部 分 を欠 い て い る こ

とは不 可 解 で あ る。

S119bにpr稈hittenagaramhi,Rllgbに稘itteuasaramhiと あ る がRの 校 訂 で は全 く読

解 不 可 能 であ る。Sのpr稈hitteはnagaramhidahyam穗eと の意 味 的 関 係 か らpra-aVbhid

を 想 起 させ る。sbがabsoluteloc.と す れ ぼ,pr稈hitteはPP.で なけ れ ば な らな い が,4bhid

-71一



人 文 学璽論 集

のPP.がbhinnaで あ る故,語 形 上 異 な る。 しか し,4bhidの 現 在 形 にbhintteと い う形 が 存

在す る。 語 形 的 に み てpr稈hitteな る語 はbhinnaとbhintteと の混 合 に よ って考i%..うる。 そ

れ は一 方,独 自形 と も解 釈 し うる が,い ず れ に して も 推 測 の域 を 出 な い こ とだ け は事 実 で あ

る。119・ の 一hetoに つ い て で あ るが,こ の テキ ス トのS326a(R327a)にhetoの 語 が 見 出 さ

れ る。 そ の偈 はDhp84に パ ラ レル を 有 し,こ のhetoはhetuに 相 当 して い る こ とが 判 る。

こ こでhetoのcaseが 問 題 とな るが,こ れ はsg.abl,hetohの 変 形 と考 え るのが 妥 当 か 。 他

方,意 味上 か らrajataと の対 応 を考 慮 に 入 れ れ ば,he一 と 一toの 間 にmaの 欠 落 が あ った と

してhematoを 想 定 しえ ない で も ない が,こ れ は 無理 な 見 方 で あ ろ う。S120bに 一pathena,

Rl20・ に 一pathesuと あ るが,こ れ はRが 適 切 か。S120cに 一bhay稘ditt�,Rl20bに 一bhay竏�

ppitt竄ﾆ あ るが,Rで は読 解 しえ な い。Sの 校 訂 か らは稘iやaVdlpのPP.等kと 種 々 に考

a%
..られ るが,こ の校 訂 の文 字 に 従 え ば,-bhay稘ditt�(・4daのPP,)と す る のが 最 も適 切 で は な

い か。 但 し,本 テ キ ス トに はAbl.・穰を 示 す 例 は他 に ない 。S120dのdukkh穰t�,R120cの

dukkh穰oで,Sはdukkh秣tt竄� 意 味 して い る の か。 ど ち らに して もdukkhaはabl..を 示

唆 して い る。

以 上 の よ うに,文 法,或 い は語 形 論 上 の問 題 を含 む この偈 の完 全 な訳 は困難 で あ るが,一 応

の試 訳 を示 す 。

〔訳 〕(119)多 くの宝 石 を も った 長 者 は 町 が 破壊 さ れ燃 え さ か る時,真 珠,マ ニ,象 牙 の飾 り,

銀 〔を守 る〕 た め に,必 死 に な る。 我 々 は何 を 除 去 し うる ので あ ろ うか。

(120)そ の如 く,沙 門 は最 高 の智 慧 を有 し聖 者 で 聖 な る道 に 学 び な が ら,生,老,死,恐 怖 を

離 れ,苦 と戦 う。 我kは 寂 静 を 得 るべ きで あ る。

121(VIII-1)

121.〔7b1.4〕napuspa-gandhopativatameti/

nacandanamtagaramv禀likamv�/

sat穃tugandhopativ穰ameti/

sabb稘is龝appurusoPravati"

P.:Dhp54,UvVI-16,GDhp295

Pi:MilP333

napuspa-gandhopativ穰ameti

nacandanamv禀nikamv�

sat穗tugandhopativ穰ameti

sabb稘is龝appurusoprav穰i.

SbのtagaramがRbに は存 在 しな い。 他 の パ ラ レル に も存 在 して お り,又,韻 律 の 点か ら も,

この偈 はtristubhで あ るか ら,tagaramは 必 要 で あ り,Rの 校 訂Y`は 疑 問 が残 る。

saikhopathavimvijehiti/

132(VIII-12)

sekhopathavimvijehiti
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yamalokamvaimamsadevakam/yama-lokamvaimamsadevakam

sodhammapadesudesite/sodhammapadesude'site

kusalopuspamivaprajehi//ku'salopuspamivaprajehiti .

P:Dhp45,UvXVIII-2,GDhp302

P2:bd)UvXVIII‐lba

Sa ,に ξaiko(R・ はsekho)と あ る が,Sの こ ゐ 母 音 一ai一の 存 在 は テ キ ス ト中,他 の 用 例 と し て は

R189Enaivaの み で,他 に 確i認 さ れ な い 。Sdにprajehiと あ る が ,Rdに はprajehitiと あ り,

薄 偈 と な っ て い る131dのSの 校 訂 に もprajehitiと な っ て い る 故,-tiが 必 要 で あ る 。 こ の

praj・hitiに 対 応 す る 謙phpでpacessa・i,pv嘸P・acesy・tiと 共 にP・aVとi縮 示 さ れ てG

る。 この ままだ とpra4jiと も考 え られ るが,許 容 され る のか 。 或 い は,pracehitiの 誤 りか 。

135・136(VIII-15・16)

135.yath龝amk穩a-k皦amhi/yath龝amk穩a-k皦amhi

ujjhitamhimah穡athe/ujjhitamhimah竏麪athe

padumamutthidamassa/padumamtabbhidam(?)assa

suci-gandhammanoramam//'suci-gandhammanoramam.

136.evamsamk穩a-bh皦esu/evamsamk穩a-bh皦esu

a〔86〕ndha1)h�eprthujjape/andha-bh皦eputhujfane

atirocantiprann窕a/atirocantipramn窕a

samma-sambuddhas穽ak�//samma-sambnddha-s穽ak�.

P:(135)Dhp58,UvXVIII-12,GDhp303

(136)Dhp59,UvXVIII-13,GDhp304

135.・136は 対 偈 で あ る 。

$135cのutthidamassa・R135Gρt・bbhidamassaに 対 して,.パ ラ レ ル のDhpで はt・tth・

j窕etha,Uvで はtatratuj窕eta,GDhpで もtatraja'e'aと な っ て い る 。assaはVasのopt.

と解 茸 る が ・utthidam,tabbhidamは 不 明 瞭 で あ る 。 但 し,パ ラ レル と の 比 較 に よ っ て 意 味 上

よ り,utthidamをud4sthaのPP.utthitamと 解 せ ば 読 解 可 能 と な る 。S136bdの 各kandha

bhute,-sambuddhas穽ak竄ﾍRの 校 訂 の よ うにcpd.と す べ き で あ る 。136bでSはprthujfane ,

Rはputhujjaneと な っ て い る が,Sの 一r・,Rの 一u一は,こ こ で は ど ち ら が 適 切 か 判 明 し な い 。

137』(IX-1)

(8b1.1)manujassapramattac穩ino/

tahn穽addhatim稷ut稱va/

m穡r穡nuvatehur禀uram/

phalame§ivavanamhiv穗naro〃

manujassapramatta-c穩ino

tahn穽addhatim稷ut稱va

s穡r穡lavatehur竏麌uram

phalame§ivavanamhiv穗nano(!).
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P:Dhp334;UvIII=4,c£GDhp91'・1・ ・2

P1:Th399-

c句 でSはm�,Rはs竄ﾆ 校 訂 さ れ て い る がDhp,Uv,Thに は 共 にso,saと 代 名 詞tatの

m.sg.nom.形 とな って い る。SCは 禁 止 形 とな り特 異 で あ。Rもf.sg.を 示 し,指 示 す る語

(tahn�)が 他 のパ ラ レル とは 異 な る。 同 じ くc句 でSがprapnuvate,Rがpraplavateと あ るが,

語 根 か らは 前 者 がVap(BHSGp・205参 照),後 者 が4Pluと ・ 異 な り・ パ ラ レル か らはRの 方 が

支 持 され 翫

・P稷it・nh竅ESkt・t鯉aセ こ相 当す る諦 ミ・ こ の テキ ス トで はt・hn�(但 しSに は277bで ・・nh竅E

401・でtanhamと 異例が克 られる)と され て お り,こ れ は独 自形 と して注 意 す べ き で あ る。vadd・

hatiも 独 自形 か。

138(IX-2)

yamcem龝ahatejamm�/yarnc'es龝ahatejamm��

tahn稷okeduraccay�/tahn稷okeduraccay�

sok穰assapravaddhanti/sok穰assapravaddhamti

・蝋ha(a)v・ ・un稱va//・ ・vatth稈・ ・un稈h�(?)v・ ・

P:Dhp335,UvIII-9

P1:Th400

こ の偈 は139偈(P:Dhp336,UvIII-10,P、:Th401)と 対 偈 とな っ て い る 。a句 でSがcema,

Rがc'es竄ﾆ あ る が,前 偈 と 同 様,m#sの 混 乱 が み られ る。cem竄ﾍcaim竄ﾆ 解 せ る が,

こ の テ キ ス トで こ のsamdhiは52dにsamvrtendriyoと1例 み ら れ る 。パ ラ レル か ら も ど ち ら

が 適 切 か 決 定 し 難 い 。d句 でS・ のoratth�,Rのovatth竄ﾉ つ い て,水 野 博 士(r法 句 経 の 研 究』

P.225)はSに 依 拠 し な が らovatth竄ﾆ い う語 形 を …採 用 し て お られ る 。Dhp,Thがabhivad-

dham,Uvがavavr§ 鐔 と あ り,意 味 上 か ら もRの 語 形 が 支 持 さ れ る 。 しか し,oratth竄ﾅ も読

解 可 能 で あ る 。a・b句 の 文 章 構 造 に 関 し て,DhpとUvに 多 少 の 相 違 が 見 られ る 述,こ の 偈

はDhpと 一 致 し て い る。 同 様 の 問 題 は139偈 に も 見 ら れ る 。

141(IX-5)

tahn炯atiyopuruso/tahna(!)-vitiyopuruso

drighamaddh穗asamsari/drighamadhv穗amsamsari

etthabh穽ama(?)th稈h穽am、/etthabh穽amnath�鹵h穽am

tatthatatthapunapPuno〃tatthatatthapuna-PPuno・

P,P1:none

P2:abc)UvIII-12abe,Sn740abe,ItP9abc,ANIIP10abc
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この偈 と全 同 関 係 に あ るDhp,Uv,GDhpは 存 在 しな い が,の み な らずDhp,GDhpに はパ

ラ レル の句 も見 出せ ない 。a句 に お け るSのtahn穽atiyo,Rのtahna-vitiyoは,Uvで は

trsn稘vitiyah,Sn,It,ANで はtanh稘utiyoと な って い る。vatiyoとvitiyoの ど ち らが 正

確 で あ る のか は,332aに 両 版 共vitiyamと 校 訂 す る 例 が 見 られ る こ とよ り,Rの 一vitiyoが

採 用 され るべ きか 。 この語 と対 応 語 との比 較 か らみ られ る語 形 上 の 相 違 は写 本上 に問 題 が あ る

のか,そ れ とも こ の語 の独 自形 の故 な の だ ろ うか。 いず れ に して もa句 の この二 語 はRの 校 訂

の如 くcpd・ で な けれ ば な らない 。b句 でSがaddh穗asamsari,Rがadhv穗amsamsariと

あ る が,samsariはsa1P4srのaor.3sg.で あ り,Sの よ うな校 訂 は 疑 問 で あ る。Sのaddh穗a-

(P稷i形)とRのadhv穗am(Skt.形)の 語 形 的 な相 違 も理 解 で きな い 。 尚,70bに は,こ の逆

の校 訂 が 見 られ る。c句 にお け るSのetthabh穽amath稈h穽am,Rのetthabh穽amnathi-

bh穽amはSに 問題 が あ る。Uvに はitthambh穽穗yathibh穽ah,Snに はitthabh穽annath竏�

bh穽amと あ り,Sに はSkt.のanya,P稷iのanisaに 相 当す る語 が な い。

b句 のdrighaはdirgha,dighaの 特 異 形 と して注 意 す べ き で あ る。

尚,142偈 は こ の偈 と連 続 して 配 列 され て い る が,こ の配 列 はSn,Itに 同 じで,Uvと は 異

な る。Dhpに は偈 自体 が存 在 しな い。

143(IX-7)

natamdrdhambandhanam禀udh��/

yad窕asamd穩ujambabbajamv�/

s穩attaratt穃arli-kundalesu/

putresud穩esucayaapekh竅V

P:Dhp345,UvII-5,GDhp169

P1:SNIP77,JIIP140

P2:cd)Th187cdd)SI138b

c句 を 対 応 偈 と比 較 す る と次 の 通 りで あ る 。

143

Dhp345c

Uv11-5c

GDhp

natamdrdhambandhanam禀udhir�

yad窕asamd穩ujambabbajamv�

s穩attaratt穃anikundalesu

putresod穩esuy秣pekh�.

s穩attaratt穃arri-kundalestt

s穩attaratt穃anikundalesu

samraktacittacyahimandabuddheh

Sarata-Citamarli-k叫ale§u

この テキ ス トのc句 はDhpと 一 致 し,Uvと は異 な る。GDhpはDhpとUvと の折 衷 さ

れ た 句 と言 え る。 これ は伝 承 上 の微 妙 な相 違 を 示 して い るの で あ ろ うか。

144(IX-8)

etamdrdhambandhanam禀udhir�/etamdrdhambandhanam禀udhira
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oharimamsukhumamdupramuncam/oh穩inam(ormam)sukhumamdupramuncam

etampichett穗avrajantiSanto/etaﾟpichett穗avrajantiSanto

anapekhinosabbadukhampral窕a〃anapekhinosabba-dukhamprah窕a.

P:Dhp346,UvII-6,GDhp170

P1:SNIP77,JIIP140

P2:cf.cd)JIIIP396c(1

d句 に お い てSはsabbadukham,Rはsabba-dukhamと な っ て い る が,Rの 如 くcpd・ に す べ

き ℃ あ る 。 こ れ の対 応 語 は す べ てk穃a-sukham(GDhpはkama-suhu)と あ り,表 現 の 相 違 が

み られ る 。 尚,Sbのoh穩imamの 一m一 は 一n一 とあ る べ き で あ る が,こ れ は 誤 植 で あ ろ うか 。

149(IX-13)

tahn窕apurakkhat穡raj�/tahn窕apurekkhat穡raj�

parisappanti'sasovav稘hito/parisappantisasovab稘hito

tesamyojana-sanga-satt�/tesamyojana-sanga-sanga(!)satt�

gabbhamupentipunappurodramhi/fgarbbhamupentiPura-ppunodrampi.

P:Dhp342,UvIII-6

P2:cf.d)GDhp95d

d句 のgabbhamupenti(但 しRはgarbbhamupenti)に 対 し,異 本 のDhpはdukkhamupenti,

Uvはdu与khalpyanti,GDhpは.yokama'edi(Broughはyogam窕穗tiと 還 元 す る)と な っ て

お り,各 々 興 味 深 い 表 現 の 相 違 を 呈 して い る 。 但 し,gabbamupetiと い う表 現 は,P稷i文 献

で もDhp325d,Thl7d,101d等 で 用 い ら れ て い る。Sbのv稘hito,Rbのb稘hitoに つ い て

は,Dhpと の 対 応 か ら も4badhのP.P.と 考 え られ る故,Rの 方 が 適 切 で あ ろ う。Rcの 一san-

gasatt竄ﾍcpd.に す べ き で あ ろ う。

159(X-3)

tatomalatarambr璟i/tatomalatarambr�i

avijj龝aranammalam/ .avijj穃aranam(!)malam

etemaleprahatt穗a/etemaleprahatt穗a

nimmal稍arathabhikkhavo〃nimmal稍arathabhikkhavo.

P:Dhp243

a句 にbr璟iと 一 人 称 形 が 見 られ る が,Dhpに は こ の 語 は 存 在 し な い 。Sbにsaranam,Rb

にmaranamと あ る が,Dhpで はparamamと な っ て い る 。 意 味 上,Rで は読 解 不 可 能 で あ

り,Sも 問 題 を 残 す 。 こ の テ キ ス トで は(m2s)#pの 混 乱 が 見 られ る 故 に,両 校 訂 本 共 に 誤

写 と も考 え られ る。c句 でetemaleとP1.acc.が 用 い られ て い る が,Dhpで はeiammalam

とsg.acc.で 偈 の構 造 か ら もsg.が 適 切 で あ る 。 又,d句 で はnimmal竄ﾆP1・norn・ に な っ
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て い るが,こ れ は,対 応 偈Dhpのnimmal禀othaの 場 合 はVbhOの 理 由 に よ りnom,が 適

切 。 こ こで は4carの 故 にacc.で あ るべ き。

162(X-6)

uppamassaghatassa穰tan�/uyyamassaghatassa穰tan�

kamm穩orajatamvaniddhame/kamm穩orajatamvaniddhame

niddh穗iamaloanangano/niddh穗ta-maloanangano

vibhiyam(?)ayira-bh�ime〔10a〕ti〃vitiyamayirabhumimemi.

P,Pl:none

P2:b)UvII-10cbc)UyXVI-3Cec)Dhp238ccd)Dhp236cd

こ の 偈 に は 全 同 の 相 応 偈 は 存 在 せ ず,b・c・d句 の み が 各 パ ラ レル に 見 出 さ れ,a句 は こ の 偈 独

自 の も の で あ る。Sauppamassa,Rauyyamassaに つ い て,Sは 不 明 で あ る がRはudVyamよ

り派 生 し た 名 詞udyamaの 変 形 とみ れ ば,解 し う る 。Sdのvibhiyam,・Rdのvitiyamに 関 し

て,Sの 校 訂 で は こ の 類 似 語 形 が11bのvibhiyat�(Rで はbitiyat�)に,Rの 校 訂 で は141aの

一vitiyo(Sで はvatiyo)に 見 られ る
。llbの パ ラ レルDhp330b,UvXIV-16bに はsahayataと

あ り,S.R共 に 異 形 を 呈 して い る 。 今,R141aの 如 く,-vitiyoをdvit3yahと,Sllbの 如

くvibhiyat�(vi櫛hiよ りの派 生 語?)と し て も,こ のd句 は 解 す る こ とが で き な い 。 こ のDhp

の 相 応 句 に はdibbamと あ り,Sのvibhiyam,Rのvitiyamと は 語 形 的 に 対 応 して い る とは

考 え られ な い 。 唯,dibbaの 異 形 で あ るdiviyaと 比 較 す れ ば,音 声 上,特 にSの 方 に 類 似 性 が

認 め られ,こ の 元 の 語 はdiviyaで あ る と想 定 さ れ う る か も 知 れ な い 。し か し,こ れ は あ く ま で

推 測 の 域 は 出 な い 。Sdのeti,Rのemiは 文 法 上,Sの 方 が 適 切 で あ る。Rdのayirabh璟im

はcpd.で な け れ ぽ な ら な い 。

〔訳〕自ら熱心に努力専心している鍛冶工が(錆 を)取 り除 くように,垢 れが除かれた,汚 れ

のない人は,天 なる聖地へと趣 く。 ・

sujivamahirikena/

samkilistantuj�ati/

pakkhandin穡ragabbhena/

k稾a-s皞enadhamsin竅V

164(X-8)

sujivam.ahirikena

samkilistantujivati

prakkhandin穡rakabbhena

k稾a-s皞enadhansin�.

P:Dhp244,UvXXVII-3,GDhp221

こ の 偈 は165と 対 偈 に な っ て い る。 こ の 偈 のa→b→c→d句 に 対 し,Dhp.Uv.GDhpはa→

b→c→d句 と な っ て お り,b句 とd句 が 他 の 異 本 と逆 順 を と っ て い る 。Sbのsamkilistantuは
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Rの 如 くsamkilistantuと 校 訂 され るべ きで あ る。ScV`pakkhandin竄ﾆ あ るが,こ のテ キ

ス トで は接 頭 辞pa一 の用 例 は他 に 見 られ ず,pra一 のみ が用 い られ て い る故 に,Rの 如 くpra-

kkhandin竄ﾆ す べ きで あ ろ う。

169.alajjitabbelajjanti/

lajjitabbenalajjatha/

abbayebhayadams穽i/

bhayec稈haya-dam'sino/

micchadrsti-sam稘穗�/

satt稟acchantidoggatim〃

170.avajjevajjamatino/

vajjec穽ajjasamnnino/

micchandrsti-sam稘穗�/

satt稟acchantidoggatim//

Pは 以 下 の 表 に お い て 示 す 。

169a

b

C

d

e

f

170a

b

C

d

Dhp316ab

Dhp317ab

Dhp316cd317cd

Dpp318a_a

169・170(X-13・14)

alajjitabbeIajjanti

lajjitabbenalajjatha(!)

abhayebhaya-dam's穽i

bhayec稈haya-dam'sino

miccha-drsti--sam稘穗�●●●

satt稟acchantidoggatim.

ココ ゆの ロ

avaJjevaJJa・matlno

vajJecavajJa-sa工nnino

miccha-drsti-sam稘穗�o●・

satt稟acchantidoggatim.

UvXVI-4a-f

none

GDhp273a-f

none

上 記 の如 く,169偈 の形 式 はUv,GDhpに 一致 し,170偈 はDhpの み に 全 同 偈 が 存 在す る。

169偈 に 相応 す るDhPは=二 偈 に 分 割 され て い る。

16gbのIajjathaに 関 して,こ れ をimper.2P1.と して は意 味 上 解 釈 に 無 理 が 生 じる。 そ の

対 応 語 はDhpでIajjare,GDhpで1ajadi(尚,Uvは 一lajjinahとPP.)と 各kpr・ 形 で示 さ

れ て い る 故 に,pr.2P1.と 理 解 さ れ るが,二 人称 で あ る とい う点 に 疑 問 を 残 す、,-athaを

metricausaに よる 一穰haopt.3P1.と して も意 味 上 問題 が あ る。 いず れ に して も,a・b句 は

3pl.(Dhpは3P1.GDhp3sg.)で 数 が統 一 され るべ きで あ る こ とか ら,lajjathaは3P1・ と見

做 され なけ れ ば な らな い。 尚,Uvはa句 でpL,b句 でsg.と 数 に不 統 一 が 見 られ る。
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179-181(XI-6～8)

179.mamevakatamannentu/

grhipravrajit稍aye/

namepratibal秣ssa/

kicc稾iccesukesuci//

180.itib稷assasaxnkappo/

icch穃穗ocavaddhati/

ann禀il稈hopanis�/

ann穗ibb穗a-g穃ini//

181.evam.'tamyath稈h皦am/

pa'syambuddhassas穽ako/

sakk穩amn証)hinandey�/

vivekamanubr琪aye//

Pは 以 下 の 表 に お い て 示 す 。

179a

b

C

d

.!

b

C

d

181a

b

C

d

Dhp74a-f

Dhp75a-f

UvXIII-4a-d

UvXIII-5a-d

UvXIII-6a-ct

mam'evakatamannentu

grhipravrajit稍ayena

meatibal秣ssa

kicc稾iccesukesuci.

itib稷assasamkappo

icch穃穗ocavaddhati

amn禀il稈hopanis�

amn穗ibb穗a-g穃ini.

evametamyath竏鹵h皦ain

pa'ssam(i)Buddhassas穽ako

sakk穩amn稈hinandey�

vivekamanubr璟haye.

上 記 の他 にP2:(181)d)UvXVI-14b

179-181偈 の構 成 はUvと 一 致す るが,Dhpは 各12句 を二 分 して6句 構成 の 二偈 とす る。

S179aのmamevaはRの 如 くmam'evaと,又katamannentuもRの 如 く分 離 す るのが

適 切 で あ る(kata=katamD.ANDERSEN"APﾂLIGLOSSARY・p.66)。17gb・ でSは__ye/

na… …,Rは … …yena/と 各k校 訂 され て い る が,韻 律 上 か ら見 れ ば,Sは 完全 なsloka形

に よ って校 訂 され て お り,一 方,Rはb・c句 に お い てslokaの 形 式 が崩 れ て い る。 今,Sの 校

訂 に 従 え ば・ このc句 はna否 定 辞 を も ち・Dhp(mam'ev穰ivas秣ssu),Uv(mamaprativas龝

casyuの と多 少 異 な った対 応 句 とな る。17gcのassaはDhpassu,Uvsyuhと 比 べ れ ばopt.

が指 示 され るが,こ こで は 文 法 上pl.で な けれ ば な らず,そ の点assaはsg.の 故 に支 持 され

な い。 故 に,assaはassuと の誤 りか,或 い はopt.3P1.を 許 容 す る新 出語 と も考 え うるが 確

定 で きな い。S181bのpasyaエnはRで はpas'samと な って い るが,こ のテ キ ス トで は こ のpas-

yamを 除 いて す べ てpassam形 が採 用 され て い る こ と よ り,Rの 方 が 適 切 で あ ろ う。
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abalamtassabalamhoti/

yassab稷a-balambalam/

balassadhammamuttassa/

pativatt穗avijjati//

P:cf.UvXX-6

Pi:SNIP222・223

人 支 学 論 集

183(XI-10)

abalamtassabalamhoti

yassab稷abalambalam

balassadhamma-guttassa

pativatt穗avijjati.

S,Rのnotesは この偈 とUvXX-6を 全 同 関 係 と見做 して い るが,以 下 に 示 す よ うに 語 の

細 か な相 違 を 含 み 微妙 な異 な りが 見 られ る。

abalamhibalamtasya/yasyakrodhebalambalam/

kruddhasyadharmahlnasya/pratipattirnavidyate〃

特 にc句 にお いて 相違 が 目立 つ が,別 にUvの 異 本(LB)に はb稷asyamuktadharmasyaと

あ る。 この 異本 か らはSの 校 訂 が支 持 され るが,し か し一 方,SNの 対 応偈 にbalassadham・

maguttassaと あ り,こ れ か らはRが 支 持 され る。Sのnotesに はUvだ け が,Rに はUv

及 びSNが パ ラ レル と して 挙 げ られ て い る点 よ り推 察 す れ ぽ,m,9各 々 が写 本 に お い て 区 別

し難 い状 態 に あ り,校 訂 者 が それ を 決 定 す る際,各 自が 見 出 した パ ラ レル に従 った も の とい え

る。 しか し,同 一写 本 よ りの校 訂 の故 に,そ の どち らか で あ り,今 敢 えて 決 定 し よ う とす れ

ば,語 形 上SNに 対 応 させ た で あ ろ うRに 従 うべ きか。Rbのh稷abalamはcpd.に す べ き

で あ る。

〔訳〕愚かな力が力であると 〔思っている〕その人の力は無力なものである。正 しい道理を守

る力を有する人には反論者はいない。

drigh秣ssayator穰ri/

drigham's穗tassayojanam/

drighob�1穗asams穩o/

saddhmmamavij穗at穃//

P:Dhp60,UvI-19

185(XI-12)

drigh秣ssuﾟ(su)ator穰ri

drighams穗tassayojanam

drighob�1穗asams穩o

sad-dhalpmalpavij穗at穃

P2:d)Dhp38b,JIP400b,UvXXXI-28b

saのassayatoは 解 釈 不 可 能 で あ る が,Raのassup(su)atoは4svapのpart.gen,を 予 想

さ せ る 。 対 応 語 はj稟aratoで あ る こ とを 考 え 合 わ せ る な ら ばRの 校 訂 が 適 切 で あ る 。Sdの

saddhmmamは 誤 植 で あ ろ う。
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186-189(XI-13～16)

186.p皦igandhekus稟gena/p穰i-macchekus稟grena

yonaroupavajjati/yonaroupanahyati

kus穡ip皦imv窕anti/kus穡ip皦imv窕anti

evamb稷opasevan�//evamb稷opasevan�.

187.tagarancamul稟and,hi/tagarancapal龝amhi

yonaroupavajjati/yonaroupanahyati

mrdumpisurabhimv穰i/patrampisurabhimv穰i

evamdhiropasevan�//evamdhiropasevan�.

188.akaronto'picep穡am/akarontopicep穡am

karonteupasevati/karonteupasevati

gandhiyohotiy穽amhi/sankiyohotip穡amhi

arannoc龝sa琪ati〃avannoc龝sar琪ati.

189.sevam穗osevam穗e/sevam穗osevam穗e

samputthosamkusampare/samputthosamﾟhusampare

sarolittokal穡ev�/sarolittokal穡ev�

alitteupalimpati/alitteupalimpati

upalepatay稘hiro/upalepa-bhay稘hiro

nevap穡asakh龝iy�//naivap穡a-sakh龝iy�.

P:(186)UvXXV-7(188)UvXXV-9(189)UvXXV-10

Pl:(186)ItP68,JIVP435VIP236

(187)ItP68,JIVP436VIP236

(188)ItP67.

(189)ItP68,JIVP435VIP236

P2:(186)b)UvXXV-8b

(187)ab)UvXXV-8abb)UvXXV-7b

こ の 各 偈 全 般 に 亘 っ てSとRの 校 訂 は 相 当 な 相 違 を 見 せ て い る。 これ は 写 本 に 判 読 困 難 な 箇 所

が 多 い こ と を 示 し て い る 。Sの 校 訂 で は読 解 不 能 な 箇 所 が 多 い の に 比 べ,RはUv,Itを 意 識

し て 校 訂 が な さ れ た の か,整 っ て い る 。 各kの 検 討 は 以 下 の 通 りで あ る 。

186・ に お け るSの 一gandhe,Rの 一maccheはUv,Itよ りRが 支 持 され る 。-gandheも 読

解 可 能 で あ る が 意 味 上Rが 適 切 で あ る 。186bのSupavajjati,Rupanahyati(187bも 同 様)も

同 じ 理 由 でRが 適 切 で あ る。187偈 のSamul稟andhiは 不 明 で あ り,Rapal�'samhiはUv

(pal龝apatrena)It(pal龝ena)と 対 応 す る 。Scのmrdumに 対 しRcはpatramと あ る が,こ こ

で はvatiの 主 語 とな る べ き名 詞 が 必 要 で あ り,又 パ ラ レル か ら もRのpatramが 支 持 さ れ る 。

188偈 のS・dの 校 訂 は 解 釈 不 可 能 で あ る 。189偈 のSbsamkusam,Seupalepa-tay竄ﾍ 各 々Rに

従 うべ き で あ る 。RfY`naivaと 一ai一の 母 音 が 表 記 さ れ て い る が,こ れ は こ の テ キ ス トで は 稀

で あ る(cf.132S・)。

テ キ ス ト全 般 に お け る両 本 の 校 訂 状 態 に 比 べ て,こ れ ら の 偈 に 限 っ てRの 校 訂 の み が 優 先 し
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でいるが,Sも 当然パラレルと対応したのであろうか ら校訂に読解不可能な箇所を多 く残 した

とい うことは,逆 にRの 整った校訂にも写本ではどうであったか,と い う疑問を起 こさせる。

193・194(XII-20・21)193-195(XII-20～22)

193.n龝samp穡assamanney�/193,n籬ﾟamp穡assamamney�

nametam稟amisyati/nam-etam稟amisyati

udavindu-nip穰ena/uda-bindu-nip穰ena

udakumbho'pipnrati/uda-kumbhopip�ati.

p皞ateb稷op穡assa/194.p皞ateb峩lop穡assa

thokathokampi稍inam//thoka-thokampi稍inam

194.n龝sampunnassamanyey�/na勿3rppumnassamayey�

narnetam稟amisyati/nam-etam稟amisyati.

udavindu-nip穰ena/195.uda-bindu-nip穰ena

udakumbho'pip皞ati/uda-kumbhopip�ati

p皞ateprann窿ﾏ プαガ負assa/p皞atepramno彡)umnassa

tho(llb)kathokampi稍inam//tholia-thokampi稍inam.

Sl93・194偈 は6句 を 各1偈 と 解 釈 す る の に 対 してRは4句 構 成 の3偈 とす る 。 パ ラ レル す

べ て は こ れ ら の12句 を6句 構 成 の2偈 と して い る 。 そ こで 以 下 のPはSに 従 う。

P:(193)Dhp121,UvXVII-5,GDhp209

(194)Dhp122,UvXVII-6,GDhp210

Pz:(193)b)Dhp122bUvIX-10bllb,UvXVII-6b,GDhp210b

(194)b)Dhp121,bUvIX-10bllb,UvXVII-5b,GDhp209b

こ の12連 旬 は6句 の 偈 に よ っ て 完 全 な 対 偈 と な っ て お り,Rが3偈 に 区 切 っ た 理 由 は 理 解 で

き な い 。

S193a・194aのassaエnは パ ラ レル よ りRのappamが 支 持 さ れ る。 こ の テ キ ス ト中,sごP

の 文 字 の 混 乱 が み られ る が,こ こ はSの 誤 写 で あ ろ う。 同 じ く193a・194aに お け るnametam

に 対 し てRはnam・etamと 校 訂 さ れ て い る が,パ ラ レル と比 較 す る とDhpでnamantam,

Uvでnaitamm穃,GDhpでnametaと あ る が 如 く,各 ・々 共 通 して お り,こ れ よ り1人

称 代 名 詞 に 格 の 相 違 は あ る け れ ど も,こ の 部 分 はnametamと 校 訂 さ れ る べ き で あ ろ う。

193d・194dのuda一 はDhp,GDhpと 同 一 で あ る が,Uvの み がmah竏� と,異 な っ て い る 。

S194eのprannassaに つ い て,対 偈 と な っ て い る 前 偈 と比 較 す れ ば,こ こ はpapassaに 対 置

す る も の で あ り,又 パ ラ レル か ら も 指 示 され る故,prannassaで は な くRの 校 訂 の 如 くpunna-

ssaが 採 用 さ れ る べ き で あ る 。
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198・199(XII-4・5)199・200(XII-4・5)

198.sacebh穩esi穰t穗am/199.saceiresi穰t穗am

kamsoupahatoriva/kamsoupahato-r-iva

j穰�arana-sams穩am/j穰i-marana-sains穩am

cirampraccanutohisi//cirarrmpradu(?)nubhohisi .

199.nacenm穩esi穰t穗am/200.naceiresi穰t穗am

kamsoanupahatoriva/kamsoanupahato-r-iva

esapr穰to'sinibb穗am/esapr穰tosinibb穗am

s穩ambh穰enavijjati//s穩ambh穰enavijjati .

P:(198)UvXXVI-4(199)Dhp134,UvXXVI-5

Pz:(198)ab)cf.Dhp134ab,UvXXV-5abc)Sn729a

(199)ab)cf.UvXXVI--4ab

こ のテ キ ス トの よ うに2偈 を対 偈 とす る のはUvの み で あ る。

S198abh穩esi,199am穩esiは 共 にRで はiresiで あ る。 こ の両 偈 のab句 は 完全 な対 句 で あ

り,Sの よ うに 両 偈 の動 詞 に変 化 が あ る の は 不 含 理 で あ る。Sで も解 釈 は 可能 ℃ は あ るが
,

Uvは 両 句 共irayasi・Dhpはeresiと な り共 にVirのcaus .を 指 示 して お り,Rが 支 持 され

る。 しか しi一 が 短 音 で あ る点 は 問 題 で あ る。 尚,水 野 弘 元 博:ヒは199aをnocenm'穩esiと

解 さ れ て い るが これ に も疑 問 は残 る(前 掲書 ・139)。S198・ のj穰imarana一 はjati-marana一 の

方 が 良 い。S198dpraccanutohisi,R199dpradunubhohisiに つ い て,Uvはanubhavi§yasiと

語 根anuVbhoを 示 して い る。 これ らの 語形 よ り考 察 す る とprati-anuVbh厩 が 想 起 され るが ,

こ のP稷i形 がpaccanubhotiで あ る とい う点 よ り,こ の語 はpraccanubhohisiと 校 訂 され る

べ きで は ないか と思 わ れ る。R200cのsiは'siと 校 訂 され るべ きで あ る
。

201(XII-7)202(XII-7)

yath稘andenagop稷o/yath稘andenagop稷o

g穽o-raksatim穩gan穃/g穽oraksatis穃in穃

evamrakkhatha穰t穗am/evamrakkhatha穰t穗am

khanovom穹paccagam/khanovom穹paccagga

khan舩it臧isocanti/khan舩it臧isocanti

nirayamhisamappit�//nirayamhisamappit� .

P,P1:none

P2:a)Dhp135a・UvI-17a,cd)Th653cdcf)UvV-17a-d
,Dhp315c-f,Th1005c-f

d)JIP13d,a-f)UvIII-14d冖f,GDhpl31艾鸞,Th403b-a ,Thi5b-a,Sn333d冖f,ANIVP228b_a

こ の 偈 のc-fは こ の テ キ ス ト234-fに あ り,234・-fの 全 体 はDhp315等 に 全 同 の 偈 が 存

在 す る。 こ の 偈 のa・b句 は 前 偈(S200,R201)のa・b句 と対 句 と な っ て お り,こ の 偈 の 構 成

は 他 所 に は 見 られ な い 独 自 な 偈 と 言 え る。
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Sbm穩gan舂,Rb6aminalpは,対 応 句 未 確 認 の故,又 意 味 上 か ら両 者 共 に訳 出可 能 な故 に

決 定 し難 い 。Sdのupaccaggamは 一 般 的 理 解 か らはaor.1sg.で あ る が,そ れ で は文 法 上,

問 題 が あ り,一 方Rdの 一99aは 一99- .が不 明 で あ る が・aor・3sg・ に 理 解 で きる。 パ ラ レル

か らはaor.3sg.が 指 示 され て お り,そ の 点 よ りRが 支 持 され る が語 形 的 に は 問 題 を残 す 。但

し,S234dで はupaccag福ﾆ い う語 形 が使 用 され て い る こ とに 注 意 。

204(XII-10)(欠)

sukhak穃穗ibh皦穗i/

yodandenanavihimsati/

穰tanosukhames穗o/

preccasolabhatesukham//

P:Dhp132,UvXXX-4

Ps:・)UdP12c-f

同 一 写 本 に依 った に も拘 らず,Rに こ の偈 が 存 在 しない 。203と この偈 とは 対 で あ り,パ ラ

レル も同 一 形 式 で2偈 共 存 在 す る(Dhp131・132,UvXXX-3・4)。 写 本 を 実 際 に見 て 結 論 付 け

なけ れ ぽ な らな い が,Rの 手 落 ちで あろ う。前 偈 と この偈 の相 違 はた だ 前偈d句 のna否 定 辞

が この偈 ではb句 に あ る とい った だ け の も ので,他 は 全 く同 一 で あ り;そ の こ とが 原 因 とな っ

た のか 。

205(XII-11)

nat稘ayathap穡ake(12a)mitre/

natajethapurus稘hame/

tajethapr穗na-medh穽i/

tajethapurusottame/

t穩isetajam穗assa/

sreyohotinap穡iyo//

P,Pi:none

205(XII-10)

nabhajethap穡akemitre

nabhajethapurus稘hame

bhajethapr穃na-medhavi

bhajethapurusotta皿e

t穩isebhajam穗assa

'
sreyohotinap穡iyo.

Pz:abd)Dhp78abd,UvXXV-3ab瀑f)Dhp76ef,UvXXVIII-7ef,GDhp231eff)Th993E

sa-dのtajetha(a句 の みt稘ayatha)はRで は す べ てbhajethaと な っ て い る ・tajethaで は

訳 出 で きず,パ ラ レル か らはRのbhajethaが 支 持 さ れ る 。 同 様 にSeのtajam穗assaもR

bhaja一 が 適 切 で あ る 。c句 のpr穗na-medh穽iはDhpでmittekaly穗e・Uvで もmitram

kaly穗amと す べ て の パ ラ レル と異 な り,こ の 表 現 は こ の テ キ ス トの み で あ る 。

一84一



新 資料DHARMAPAI)Aの 基 礎 研 兜i

211(XII-17)211(XII-16)

apunnal稈hocagaticap穡iko/apumna-1稈hocagaticap穡iko

bhitassabhit窕aratipiappik�/'bhitassabhit窕aratipiappik�

r稻穡idandamgarukampraneti/r稻穡idandam.garukampraneti

k窕assates穗irayamupeti〃kayassabhed穗irayamupeti.

P:UvIV-15

P2:abc)Dhp310abc

Uv(IV-15)に は 二 つ の 偈 が 存 在 す る が,こ の 両 偈 は 特 にc・d句 が 相 違 して お り,こ の テ

キ ス トは そ の 一 方 に 全 同 して い る 。

Sdのtes竄ﾉ っ い て,こ れ はUvのbhed稘に 相 当 し て い る ご と か ら も,意 味 の 上 か ら も

Rのbhed竄ｪ 適 切 で あ る。

212(XII-18)212(XII-17)

samyyat龝ugatimy穗ti/samyatt.龝ugatimy穗ti

doggatimy穗tiasamyyat�/doggatimy穗tiasamyyat�

m龝savisr穃am穡稘i/m龝suviss龝am穡稘i

itivinnusamamcare//itibindusamamcare .

こ の 偈 に パ ラ レル は 存 在 し な い 。SGm龝savisr穃am穡稘i ,Rcm龝suviss龝am穡稘i

に つ い て 吟 味 す る 。 こ の 句 に 類 似 す る272c(R273・)の パ ラ レ ルDhp272・ のPTS版 で は

bhikkhuviss龝am穡稘i,Uvで はbhiksurvisv龝am穡稘yedと あ る が
,そ の 校 訂 で は 意 味

上 に 問 題 が あ る 。 これ に つ い てR・C・Childers(DICTIONARYOFTHEPALILANGUAGE ,

P586)は こ の 句 をviss龝a'm'穡稘iと 解 し
,禁 止m竄� 置 く。 水 野 博 士 も 同 様 にviss龝a-m穡稘i

(Dhp)・visv龝a-m穡adyed(Uv)と す る(前 掲 書P.196・197),こ の 句 と対 応 句 を 比 較 す る とm龝sa,

m龝suの と こ ろ がbhikkhu(bhik§ur)と な っ て い る 故,誤 写 と も考 え られ な い こ とは な い が
,

両 校 訂 本 共 にm龝s一 と表 記 され て い る こ と か ら,こ れ に 従 うべ き で あ ろ う。Rのassuは4as

opt・3sg・ かVもruaor・3sg・ と解 せ る が,こ こ で は 共 に 不 適 当 で あ り,Sの 如 く代 名 詞assaと

解 す る べ き で あ ろ うが,こ れ に も 問 題 は 残 る。Sdvinnu,Rdbinduは,binduで は 意 味 を な

さ ず,Sの 方 が 適 切 で あ る 。 尚,itiの こ の テ キ ス ト中 に お け る 用 例 はtiと ほ ぼ 同 数 で あ る 。

〔訳〕 よく制御された人kは 善処に趣 く。制御されていない人kは 悪処に趣 く。

怠ってはならない,と 智者は正 しく行 じるべきである。

213(XII-19)

m稾unjaran龝am龝ita(?)/
213(XII-18)

m臾unjara-n臠am舖id(!)
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dukkhokunjaran龝asammedo/dukkhokunjara-n稟a-salpmαdo

nahin龝ahatassakunjara/nahin稟a-hatassakunjara

sumatihotiitoparamyato//sugatihotiitoparamyato.

P‐P2:none

Pa:7VP336,VinllP195

上 記 の如 く新 し くパ ラ レル が見 出 され た 故 に,そ れ ら と比 較 して この偈 を 考 察 す る。

SaのkunjaraはP3で もvoc.で,Rの 如 きcpd.の 校 訂 は不 適 当 で あ る。Saのn�'sam龝ita

は テキ ス トに も?が 付 され て い る よ うに 問 題 が あ る。n�'saはP3か ら!=1と す べ き で,こ

れ はSbcも 同様 で あ る。龝itaは4asのPP.で あ るが この句 で は不 適 当 で あ る。P3で は龝ado

とあ り,a4sadaor,2sg.が 指 示 され る。Rの龝idはa4sadか らの語 で あ ろ うが,こ れ が 何 形

で あ るの か この語 形 か らは 確 定 しえ な い。 今,仮 に龝ideに 対 応 す る もの と見 る とopt.2sg・

と,又龝idaと す れ ばilnper.2sg.と 解 せ るが,Sと の比 較 に よ り 一taと末 尾 に母 音aが 存 在

して い る こ とを考 慮 に入 れ れ ば,Rの龝idは龝idaだ との可 能 性 もあ り,imper・ を想 起 させ

る。 しか し,P3の龝adoがaor.を 示 唆 して い る こ とか ら,龝idもaor.で あ るか も知 れ な い。

いず れ に して も,こ の語 はa4sad2sg.で あ る こ とだ け は確 か で あ ろ う。b句 の 一sammadoは

P3で は 一龝adoと な って い る が,こ こで の語 形 を採 用 す るな ら,sa1PVsadが 語 根 とな る。 しか

し,こ れ で は意 味上 問 題 が 残 る。 この テ キ ス トに お け るmごsの 混 乱 を考 え合 す な ら,n稟a-

sammadoをn稟amasadoと 読 め な い こ と もな い。SdのsumatiはP3よ りRの 如 くsugati

と読 む べ きで あ る。

この偈 はP3に よ る と,酔 象 を仏 陀 が 調 伏 す る際 の 物 語 で あ り,そ れ はkunjaraが 酒 に酔 わ

され て仏 陀 の 近 くに暴 走 す る場 面 で,仏 陀 がku旬araを 諭 した 時 の偈 で あ る。.:.は 仏 陀 自

身 の 呼称 で あ る と解 され る。 こ の こ とを考 慮 して訳 す と以下 の通 りで あ る。

〔訳 〕 ク ン ジ ャ ラ よ,ナ ー ガ(仏 陀)に 近 づ くな。 ク ンジ ャラ よ,ナ ー ガ に近 づ け ば 苦 が 生 じ

る。 ク ン ジ ャ ラ よ,ナ ー ガを 殺 せ ば,こ れ よ り以 後 に善 処 は な い。

214(XII-20)214(XII-19)

girikumbha-vic穩inamyath�/gi〔XX〕kuvic穩inamyath�

sihamparvatapatthigocaram/sihamparvvatapatthigocaram

naraviramapetabheravam/nara-v�amapetabheravam

m禀imsitthaanmavi-kramam//m禀imsitthaanoma-nikramam

こ の 偈 に は パ ラ レル が 存 在 し な い た め,問 題 を 含 む が,以 下 に お い て 吟 味 す る。

S・ のgirikumbha一 の 部 分 は,Rに 依 れ ぽri,bhaがgi… …ku一 の 間 に 挿 入 され る と指 摘 さ

れ て い る 。 こ の4音 節 の 子 音 は 両 方 共 に 同 じ音 を 採 用 して い る の が 順 序 に 異 な りが 見 られ る 。
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こ こ で は 語 形 を 挙 げ て い るSに 便 宜 上 従 う。Rbのparvvata,Rcのapetaは 各 々Sの 如 くcpd・

に す べ き で あ ろ う。b句 の 一patthi一 はskt.prastha・inの プ ラ ー ク リ ッ ト形 と推 定 さ れ る 。Rd

のhimsitthaはhimsittha(4hi・ps)の 単 な る誤 植 で あ ろ う。Sd-vikraエnam・Rd-nikramamは

共 に 解 釈 で き る がSの 方 が よ り適 確 で は な い か 。 こ の 相 違 は276c(R277c)に も 見 られ る 。

〔訳〕山中を放浪 し,山 の高原に住む獅子のように,恐 怖を離れ,大 変勇猛である偉大な人を

害 してはならない。

218.219(XIII-3.4)

218.yotubuddhancadhammanca/yotuBuddhancaDhammanca

samghamca'saranamgato/Samghamca'saranamgato

catt穩icaayirasacc穗i/catv穩icaayira-sacc穗i

yath稈h皦穗ipa'ssati〃yath竏鹵h皦穗ipa蓉6ati.

219.etamve'saranamkhemmam/etamvesaranamkhemmam

etam'saranamuttamam/etam'saranamuttamam

etam'saranam稟amma/etam'saranam稟amma

sabbadukkh穡ramuccati//sabba-dukkh穡ramuccati.

P:(218)Dhp190,UvXXVII-33

(219)Dhp192,UvXXVII-35

Pz:(218)c)UvXII-1a

(219)d)UvVII-11f,XIX-11d,XXIII-25d,XXVI-27d,XXVII-32d,XXIX-39f

GDhp250d

218・219の2連 偈 に 対 し,Dhp,Uvで は3連 偈 と な っ て い る 。 こ の テ キ ス トはDhp,Uv

の 中 間 の1偈(Dhp191,UvXXVII-34)が 欠 落 し て い る こ と に な る 。 こ の 省 略 さ れ て い る偈 の

内 容 は 四 諦 各kの 説 明 で あ る。3偈 一 連 の 形 式 は 他 所 に も存 在 す る に も 拘 らず,こ こ は2偈 の

み の 連 偈 と し て い る こ と は 自 明 の 偈 と して 省 略 し た も の で は な い で あ ろ うか 。 こ れ と 同 様 の 例

は373・374偈 に も見 られ る 。218dのyath稈h皦穗iに 対 し,パ ラ レ ル のDhpで はsammap・

pann窕a,他 のP稷i文 献 で はpann窕a,Uvで はprajnay竄ﾆ 表 現 が 異 な っ て い る。

220.gad穃cetaram穗穗穃/

jihmarngacchatiangado/

sabb穰稻ihmamgacchanti/

netrejihmagatesati〃

221.evamevamanusyesu/

220--223(XIII-5～8)

gav穃cetaram舅穗穃

jihmaingacchatipumgavo

sabb穰稻ihmaxngacchamti

netrejihmagatesati.

ev穃(1)evamanusyesu

一87一



yohoti'sresthasammato/

saceadharnmamcarati/

pr稟evaitar穡raj�//

222.gad穃cetaram穗穗穃/

ujjamgacchat�ungavo/

sabb穰穹jjamgacchanti/

netreujjagatesati//

223.ev穃evamanusyesu/

yohoti'sresthasammato/

sacevadhammaエncaraii/

pr臠evaitar舊raj�//

P-P2:none

人 文 学 論 集

yohotisresthasammato

satevadhamsamcarati

pragevaltarapraJa,

gavalpcetarama項na卑

ujjurngacchatipumgav●

sabb穰穹jjurngacchamti

netreUJJ%gateSat1.

ev穃(!)evamanusyesu

yohoti'sresthasammato

sacevadhamsamcarati

pragevaltarapraJa.

P3:ANIIP75・76,JIIIP111,VP222・242

上 記4偈 はP3の 各 パ ラ レル に も一 連 の偈 と して表 わ れ て い る。S,R共 に パ ラ レル との対 応

が な され て お らず,そ のた め に か 両 者 共 混 乱 して い る。P3を も とに校 訂 を再 吟 味 す る。

220偈 のSagad穃cetaram穗穗穃,Ragav穃cetaram穗穗穃は,P3か ら,gad穃よ り

gava1Pが 適 切 で,以 下 の校 訂 はSを 採 用 す べ きで あ る。Sbのangadoは 意 味上 か ら不 適 当 で,

P3か ら もRのpumgavoが 支 持 され る。Scsabb穰竄ﾍP3か らもRsabb穰竄ﾌ 方 が 適 切 で あ

る。Rdのjihmagataはcpd.と す るSの 方 が 正 しい。221Rbsresthasamm穰oはbpd.と

す べ きで あ る。Scのadhammamcaratiに 対 しRcはvadhamsamcaratiと あ るがP3か ら

Sの 校 訂 が 支 持 され る。222偈 は220偈 と同 じ問 題 点 が 見 られ,こ こで は それ らを 省 略 す る。

Sb-dのujjaはRのujjuの 方 がP3と 対 応 して い るが,こ れ は このテ キ ス トに み られ るa#u

の混 乱 の 結 果 で あ ろ う。Rdのujjugateはcpd.に す べ きで あ る。223Rcは221R・ と同 じ

で あ る。 尚,220a,223aに 見 られ るev穃は この テキ ス トで4例 見 出 せ るが,こ れ はevamの

誤 りか,独 自形 な のか。

〔訳 〕(220)も し牛 が(道 を)横 断 す る時,(先 導す る)牡 牛 が 曲 って歩 い た な ら,す べ て の牝 牛

が 曲 って つ い て い く。 曲 って 行 く案 内者 が い る故 に 。

(221)そ れ と同様 に人kの 中 で,よ く尊 敬 され た 人 が,も し道 理 に 外 れ た こ とをす る な

ら,他 の人kは 何 を か 況 ん や。

(222)も し牛 が(道 を)横 断 す る時,(先 導す る)牡 牛 が 正 し く進 む な ら,す べ て の牝 牛 も

正 し く道 を進 む で あ ろ う。正 し く歩 む 案 内者 が い る故 に 。

(224)そ れ と同 様 に,人kの 中 で,よ く尊 敬 され た 人 が,も し正 しい こ とを行 な う と し

た な ら,他 の人kも 何 を か 況 ん や で あ る。

..
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225(XIII-10)

dhammamcaresucaritam/dhammamcaresucaritam

nanamduccaritamcare/nanam(!)cluccaritamcare

brahmac穩isukham'seti/brahmac穩isukhamseti

asmimlokeparamhica//asmimlokeparamhica.

こ の 偈 はc句 のbrahmac穩iがdhammac穩iと 異 な っ た だ け の 同 一 の 偈 を224偈 に 有 す る 。

異 本 等 は224偈 と全 同 関 係 に あ り,こ の 偈 と は 厳 密 な 意 味 で 対 応 して い な い 。 こ の テ キ ス トだ

け がbrahmac穩iとdhammac穩iと を 入 れ 代 え た ほ とん ど 同 一・の偈 を 有 し て い る(尚,225偈

の パ ラ レル に 関 し て はS,Rの224偈 のnoteを 参 照)。b句nanamはRの 如 くnanamと 訂

正 す べ き で あ る。Scの 一c穩iは224cで 一c穩iと な っ て お り,音 の 長 短 は 統 一 さ れ る べ き で あ

る。

228(XIII-13)

dhammohaverakkhatibrahmac穩i/dhammohaverakkhatibrahmac穩i

dhammosucinnosukh窕adah穰i/dhammosucinnosukh窕adah(!)穰i

es穗u'samsodhammesucinno/es穗u'samsodhammesucinno

nadoggatimgacchatibrahmac穩i//nadoggatimgacchatibrahm稍穩i.

P:none

P1=JIP31,IVP54,496

P2:b)UvX-3b,Sn182bbc)UvXXX-7b°,Th303bcc)UvXXX-6c

224・225偈 の 関 係 と全 く 同 じ関 係 が227・228偈 に も 見 られ る 。 即 ち,両 偈 は227偈a・d句 の

dharnma穩iが228偈 でbrahmac穩iに 入 れ 代 え ら れ た だ け の 同 一 の 偈 で あ る 。Dhpに は 両 偈 共

に パ ラ レル が 見 出 さ れ な い が,227偈 に はUvXXX-7,Th303等 の 全 同 パ ラ レル が 存 在 す

る 。

Sa-c穩i,Ra-c穩iは227偈 で は 各kSa-c穩i,Ra-c穩inamと 校 訂 さ れ て い る 。227偈 の 場 合,

す べ て の パ ラ レル か ら はsg.acc.が 指 示 さ れ て い る 。-c灑iはP1.acc.で パ ラ レル と は 異 な っ て

い る が,写 本 で は ど ち ら で あ る の か 決 定 し え な い 。 し か し,Sの 一c穩iは 問 題 で あ り,S227a

と統 一 して 一c穩iと さ れ る べ き で あ る 。b句 のdah穰iで あ る が,こ れ は パ ラ レル か らSkt・稘a-

dh穰i,p稷idahatiが 指 示 さ れ る。

hams穽a稘iccapathe/

veh窕asamy穗tiiddhiy�/

n�yantidhir稷okamhim/

τn氛rasenar鼻pramacldhiya〃

232(XIII-17)

hams穽a稘icca-pathe

veh窕asamy穗tiiddhiy�

niyy穃tidhir稷okamhi

m穩a-senampramaddiya,

:'
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P:Dhp175,UvXVII-2

上 記 のDhp,Uvは 全 同 の パ ラ レル と見 做 せ るが,細 部 の 使 用単 語 等 に相 違 が 見 られ る。 例

を挙 げ る と,先 ずb句 で,veh窕asamに 対 してDhpは稾龝e,Uvは稾龝eと あ り,y穗ti

はDhp,Uvで はa句 に あ り,iddhiy竄ﾍDhpと 同 じで あ るがUvで はjivitendriyahと な

って い る。d句 のm穩asenamに 対 してUvは 同 じであ るが,Dhpで はm穩amsav�$anam

とな って お り,pramaddhiya(R,pramaddiya)はUvで はpramathyaと 共 にpra4mrdのger.

で あ るが,Dhpで はjetvaと4jiのger.で あ る。 この よ うに 内 容上 同一 で あ りなが ら各kに お

け る語,語 順 等 の相 違 は通 常 よ く見 られ る こ とで は あ るが,こ れ は何 を意 味 して い る の で あ ろ

うか。 尚,Sdpramaddhiya,Rdpramaddiyaで あ るが,通 常4mτdのger.はRの 形 を 指 示 し

て い る。

247(XIV-9)

yesattagand穃pathavimvijett�/

r稻ari§ayoyajam穗�'nupariya5u(a)/

as'samedhampurusamedham/

mamsa穃am(?)v窕u(ja?)-peyamnir-

aggaham/

rnettassa〔14a〕cittassaメ)厂 αbhavitassa/

kal穃piten穗ubhavantisodasim/

candraprabh穃t穩agan穽amaddhe/j

P:GDhp196・197

Pl:ANIVP151

247・248(XIV-9・10)

247.yesattasand穃pamvim(=pathavim)vijett�

r稻a-risayo{!)yajam穗穗upariyayu(?)

a'ssamedhampurusamedhamsamma-

pr龝am(!)v窕upeyamnir稟gadam.

248.mettrassacittassasubh穽itassa

kal穃piten穗ubhavantisodasim

candra-prabh穃t穩a-gan穽asabbe.

Ps:ItP21・22fg)ANIP215,IVP255・258・262

Sは パ ラ レル との対 応 が な され て い な いた め か,便 宜 上 こ の変 則 的 な偈 を1偈 と解 釈 して い

る。RはGDhpの 区 切 り(196,197)に 準 拠 して2偈 と解 して い る。 但 し,GDhpは 各4旬 構

成 の偈 で あ り,こ こで はGDhp197b(dithevadharmiuvavajava皿 叫 ・)に 相 当す る句 が,欠

落 して お り,7句 よ り構 成 され た特 異 な 偈 と言 え る。 こ の偈 と 完 全 に 一致 す る もの は,Brough

が指 摘 す る よ うにANIVp151と それ 以外 にItp21・22Gに 存 在 す る。ItのPTS版 テ キ

ス トで はa・b・e・fの4句 を主 要 句 と して1偈 に 解 釈 し,他 句c・d・9を カ ッコ 内 に収 め て

表示 して い。Sie(245,246)もItと 同様 の校 訂 が な され て い る が,Be(P209)で はa-d,e-9

の2偈 に 分 割 されて い る。 つ ま り同 一 テ キ ス トに お い て も校 訂 者 に よって 相 違 が 生 じて い る。

尚,f・9の2句 のみ はP3で 表 記 したAN中 で連 句 と して 用 い られ て い る 。又,韻 律 上 か らは,

a・e・f・9句 が ほ ぼ完 全 なtri§書ubhで あ る。 そ の 意 味 か らは他 句b・c・dが 挿 入 句 と も考 え

られ るが,そ の場合 はa句 のみ が 独 立 した 意 味 を 持 た ず,意 味 内 容 か らは不 都 合 で あ る。 以 上

の点 か ら,次 の よ うな問題 が指 摘 で き るで あ ろ う。Itの よ うに カ ヅコに 入れ る校 訂 の仕 方 は韻
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律 上 間題 が解 消 され な い し,こ の よ うな7句 構 成 の偈 を2偈 に分 割 す る こ とに も問 題 が 残 る。

この7句 は相 互 に 連 関 した1偈 と見倣 し うる意 味 内 容 を有 す る故 に,1偈 構 成 と見 るSの 校訂

も考 慮 しなけ れ ば な らな い 。1

Sa-gand穃,Rasand穃は パ ラ レル か らはRが 支 持 され るが,sattaと はcpd.で なけ れ ば

な らな い。Sb'nupariyasu,Rb-anupariyayuに つ いて,anupariyayuはanupari4yaのopt.

3P1.を,'nupariyasuはaor.3P1.を 想 起 さす が,後 者 の場 合 は通 常 一yamsuで なけ れ ば な ら

な い で あ ろ う。 パ ラ レル か らはanupariyag竄ﾆaor.を 指 示 して い るが,こ れ も3P1.で な け

れ ば な らな い と ころ3sg・ と数 に 不 統 一 が 見 られ る。Sdのmamsa穃amは 理 解 不 可 能 で あ る

が,Rcdのsammapr龝amは パ ラ レルsamm穡龝amに 対 応 して い る。v窕up騫amにv稻a-

peyyamに 相 当 す る語 で あ るの か 。Sdnir稟gaham,Rdnir稟gadamはniraggalarpに 対 応 し

て い る。Seprabh穽itassa,Rasubh穽itassaは パ ラ レル か らはRが 支 持 され る。Sfのten竏�

nubhavantiはRの 如 くten穗u一 とす べ きで あ る。Sgのmaddheで は意 味 不 明 でsabbeが

適 切 で あ る。

〔訳〕衆生の群集 う土地を征服 し,馬 祠や人祠,棒 祭,ソ ーマ祭そして無遮会を供養 しつつ王

仙は遍歴 しても,慈 しみの心をよく修した人の16分の1に も及ぽない。すべての星が月

に及ばないが如 く。

252(XIV-14)253(XIV-15)

yonahantinagh穰eti/yonahantinagh穰eti

najin穰i(a)najガ 毎 ・aye(?)/najin穰inaj窕aye

metrammesabbabh皦esu/mettramsesabba-bh皦esu

veramtassanakenaci//veramtassanakenaci.

P:none

P1:ANIVP151

P2:a)Dhp405ccd)UVXXXI-42cd,42Acd,42Bcd

P3:GDhp198,ItP22

GDhp,AN,Itに お い て,こ の 偈 は,こ の テ キ ス トの247偈 に 連 な る 偈 と して 存 在 して い る

が,こ の テ キ ス トで は,そ の 間 に 数 偈 が 挿 入 さ れ て お り連 続 し て い な い 。

Sbjn穡ayeは4j飴 を 想 起 さ せ る が 文 脈 上 不 適 当 で あ る。Rj窕ayeを こ の テ キ ス トに お け

るp#yの 混 乱 の 結 果 と考 え れ ばjapayeと な り,こ れ は パ ラ レル よ り支 持 さ れ る 。Scmetra即

me,RcmettramseはAN等 で はmettamso,Uvで はmaitrahsaと な っ て い る 。 パ ラ レル

よ り見 れ ば,文 字 の 上 でseと す るRが 支 持 さ れ る が,eに は 問 題 が 残 る。 今eをoの 誤 り と

解 す れ ばUvの 如 く読 解 可 能 と は な る が,両 者 共 にeを 指 示 して い る だ け に 問 題 で あ る 。
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〔訳〕殺さず,殺 させず,征 服せず征服させず,す ぺての生 き物に対 して慈 しみがあるな ら,

誰か らも怨まれることはない。

260(XV-22)

jinnamcadri§tadukkhitalpcavy稘hitam/

pretancadrist�/

nacirassam穗avo/

samvegotinnovis璉oaj窕atha/

accheブ ブidhirogrhabamdhan穗i〃

P,P1:none

P2:a)Th73a,JIp13gae)UvI-27c

261(XV-23)

jihmamcadrist稘ukhitamcavy稘hitam

pretancadrist穗acirassam穗avo

samvegotippe(?)vipuloaj窕atha

acchecchidhlrogrhi-vasun穗i.

Sは5句 構 成 で,Rは そ のU・c句 を1句 と見做 し4句 構 成 とす る。韻 律 上 ほ ぼ 完 全 なjagati

と な って い るRの 校 訂 が適 切 で あ る。 異 本 と比 較 して,こ れ に の み定 型 化 され た 四 門 出遊 伝 説

が設 定 され て い る点 は注 意 す べ きで あ ろ う。

Sajinnatn,Rajihmarrmは パ ラ レル よ りSが 支持 され る。a・b句 のdrist竄ﾍ 特殊 形 で あ るが,

こ の語 形 の用 例 は こ こだ け で あ り,他 の箇 所 で はdrst一 とな って い る。Sdsamvegotinno,Rc

samvegotippeで あ るが,こ れ はRの よ うに分 離 す べ き で あ る。tinnoはVtlのpp.を,tlppe

はtippaを 各k想 起 させ るが,前 者 は 意 味上 疑 問 点 が あ り,後 者 はt1ppeのeをSの 如 くoと

す れ ぽtippoと してiと 長 音 で あ る こ とを 除 け ば 解釈 可能 で あ る。Sのvi's璉o,Rのvipuloで

あ る が,vi's璉oで は意 味 が とれ な い 。但 し,こ れ らに つ い て は パ ラ レル が 存 在 しな いた め確i定

的 とは言 え な い。S・,Rdのacchejjiは4chidのaor.3sg.で あ るが パ ラ レル のUvで はjahau

とVhaのpf.3sg.と な って い る。Sgrhabamdhan穗i,Rgrhi-vasun穗iは パ ラ レノレよ りS

が支 持 され る。

〔訳〕年老いた人,苦 しんでいる人,病 んでいる人を見て,そ して死者を見て,長 い間若 くは

ない(と いう)激 しく広大な感動が起って,賢 者は(俗)家 の束縛を断ち切った。

(未完)

〔共同研究者〕 南 清隆

※R版 を逸速 く入手できたのは,小 野田俊蔵氏を介 し湯山明博士の御好意に依る ものである。末尾なが

ら,こ こで両氏に深 く感謝す る。(20・8・1981)

T-.g2.一'


